
- 1 - 

吉賀町告示第144号 

 令和３年第３回吉賀町議会定例会を次のとおり招集する。 

    令和３年８月17日 

吉賀町長 岩本 一巳 

１ 期  日  令和３年９月７日 

２ 場  所  吉賀町議会議場 

────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

桑原 三平君          三浦 浩明君 

桜下 善博君          松蔭  茂君 

中田  元君          大多和安一君 

河村 隆行君          大庭 澄人君 

河村由美子君          庭田 英明君 

藤升 正夫君          安永 友行君 

────────────────────────────── 

○９月10日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月13日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月14日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○９月24日に応招した議員 

 

────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 

 

────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

令和３年 第３回（定例）吉 賀 町 議 会 会 議 録（第１日） 

                             令和３年９月７日（火曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                         令和３年９月７日 午前９時01分開会 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 発議第３号 地球温暖化対策推進を求める意見書（案） 

 日程第６ 発議第４号 最低賃金引き上げ事業者への支援で経営継続を求める意見書（案） 

 日程第７ 認定第１号 令和２年度吉賀町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第８ 認定第２号 令和２年度吉賀町興学資金基金特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第９ 認定第３号 令和２年度吉賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第10 認定第４号 令和２年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第11 認定第５号 令和２年度吉賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第12 認定第６号 令和２年度吉賀町小水力発電事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第13 認定第７号 令和２年度吉賀町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第14 認定第８号 令和２年度吉賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第15 認定第９号 令和２年度吉賀町水道事業会計決算認定について 

 日程第16 報告第３号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 日程第17 議案第53号 請負契約の変更について（令和２年度町道唐人屋線唐人屋トンネル補

修工事） 

 日程第18 議案第54号 町有財産無償貸付期間の更新について 

 日程第19 議案第55号 吉賀町情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の一部を改

正する条例について 

 日程第20 議案第56号 吉賀町手数料徴収条例の一部を改正する条例について 

 日程第21 議案第57号 吉賀町興学資金貸与条例の一部を改正する条例について 
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 日程第22 議案第58号 令和３年度吉賀町水道事業会計補正予算（第１号） 

 日程第23 議案第59号 令和３年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第24 議案第60号 令和３年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第25 議案第61号 令和３年度吉賀町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第26 議案第62号 令和３年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第27 議案第63号 令和３年度吉賀町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第28 議案第64号 令和３年度吉賀町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第29 議案第65号 令和３年度吉賀町一般会計補正予算（第４号） 

 日程第30 同意第13号 吉賀町教育委員会委員の任命同意について 

 日程第31 同意第14号 吉賀町教育委員会委員の任命同意について 

 日程第32 同意第15号 吉賀町功労表彰者の選定同意について 

 日程第33 人権擁護委員の推薦の件について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 日程第２ 会期の決定 

 日程第３ 諸般の報告 

 日程第４ 行政報告 

 日程第５ 発議第３号 地球温暖化対策推進を求める意見書（案） 

 日程第６ 発議第４号 最低賃金引き上げ事業者への支援で経営継続を求める意見書（案） 

 日程第７ 認定第１号 令和２年度吉賀町一般会計歳入歳出決算認定について 

 日程第８ 認定第２号 令和２年度吉賀町興学資金基金特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第９ 認定第３号 令和２年度吉賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第10 認定第４号 令和２年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

 日程第11 認定第５号 令和２年度吉賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第12 認定第６号 令和２年度吉賀町小水力発電事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第13 認定第７号 令和２年度吉賀町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 日程第14 認定第８号 令和２年度吉賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

 日程第15 認定第９号 令和２年度吉賀町水道事業会計決算認定について 
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 日程第16 報告第３号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

 日程第17 議案第53号 請負契約の変更について（令和２年度町道唐人屋線唐人屋トンネル補

修工事） 

 日程第18 議案第54号 町有財産無償貸付期間の更新について 

 日程第19 議案第55号 吉賀町情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の一部を改

正する条例について 

 日程第20 議案第56号 吉賀町手数料徴収条例の一部を改正する条例について 

 日程第21 議案第57号 吉賀町興学資金貸与条例の一部を改正する条例について 

 日程第22 議案第58号 令和３年度吉賀町水道事業会計補正予算（第１号） 

 日程第23 議案第59号 令和３年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第24 議案第60号 令和３年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第25 議案第61号 令和３年度吉賀町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第26 議案第62号 令和３年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第27 議案第63号 令和３年度吉賀町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 日程第28 議案第64号 令和３年度吉賀町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第29 議案第65号 令和３年度吉賀町一般会計補正予算（第４号） 

 日程第30 同意第13号 吉賀町教育委員会委員の任命同意について 

 日程第31 同意第14号 吉賀町教育委員会委員の任命同意について 

 日程第32 同意第15号 吉賀町功労表彰者の選定同意について 

 日程第33 人権擁護委員の推薦の件について 

────────────────────────────── 

出席議員（12名） 

１番 桑原 三平君        ２番 三浦 浩明君 

３番 桜下 善博君        ４番 松蔭  茂君 

５番 中田  元君        ６番 大多和安一君 

７番 河村 隆行君        ８番 大庭 澄人君 

９番 河村由美子君        10番 庭田 英明君 

11番 藤升 正夫君        12番 安永 友行君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 
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────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 水落 裕之君                  

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 ……………………… 岩本 一巳君   副町長 …………………… 赤松 寿志君 

教育長 …………………… 光長  勉君   教育次長 ………………… 大庭 克彦君 

総務課長 ………………… 野村 幸二君   企画課長 ………………… 深川 仁志君 

税務住民課長 …………… 栩木 昭典君   保健福祉課長 …………… 永田 英樹君 

産業課長 ………………… 堀田 雅和君   建設水道課長 …………… 早川 貢一君 

柿木地域振興室長 ……… 山根 徳政君   出納室長 ………………… 中林知代枝君 

────────────────────────────── 

午前９時01分開会 

○議長（安永 友行君）  それでは、ただいまの出席議員数は１２人です。定足数に達しておりま

すので、令和３年第３回吉賀町議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 議事日程は、ただいまお手元に配付したとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（安永 友行君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、１０番、庭田議員、１１番、藤升議

員を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（安永 友行君）  日程第２、会期の決定の件を議題にします。 

 議会運営委員長の報告を求めます。３番、桜下議会運営委員長。 

○議会運営委員長（桜下 善博君）  本定例会は、本日９月７日より９月２４日までの１８日間と

決定しました。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  それでは、お諮りします。本定例会の会期は、ただいま委員長報告のと

おり、本日から９月２４日までの１８日間にしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（安永 友行君）  異議なしと認め、よって、会期は本日から９月２４日までの１８日間と

決定をいたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（安永 友行君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 本日の会議に出席の説明員の職、氏名は、お手元に配付したとおりです。監査委員よりの例月

出納検査報告及び議会の動静報告は、お手元の配付資料のとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

○議長（安永 友行君）  日程第４、行政報告を行います。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  改めておはようございます。 

 本日、令和３年第３回の定例会を招集しましたところ、全議員に御出席をいただきまして大変

ありがとうございました。動静報告の前に、本定例会に上程いたします議案について触れておき

たいと思います。 

 本日、まず上程をする議案でございますが、全部で２６件となっております。内訳といたしま

しては、令和２年度一般会計ほか各会計の決算認定が９件、財政指標の報告が１件、請負契約の

変更が１件、町有財産無償貸付期間の更新が１件、条例の一部改正が３件、一般会計ほか各会計

の補正予算が８件、教育委員会の任命同意２件、そして、町の功労表彰者の選定同意１件という

内訳でございます。この後、順次議案を上程いたしますので、慎重審議の上、適切なる議決を賜

りますようにお願い申し上げておきたいと思います。 

 なお、前段開催されました議会運営委員会でお知らせをしておりますが、本定例会の会期中及

び最終日のところで数件の議案を上程する準備をしておりますので、この点についても御承知お

きをいただきたいと思います。 

 それでは、お手元の資料によりまして動静報告をさせていただきたいと思います。 

 本日報告いたしますのは、６月の定例会以降、昨日までのところでございます。 

 まず、６月の定例会につきましては、６月の１１日に招集をさせていただきまして、１８日ま

での会期でございました。 

 それから、会期中でございましたが、６月の１６日の水曜日早朝、柿木、木部谷で建物火災が

発生いたしましたので、現場とこちらの本庁舎の間での連絡を取りながら対応をさせていただき

ました。 

 １９日の土曜日でございます。午前・午後ということで、六日市地区、朝倉地区、両地区の町

政座談会を開催をいたしました。 
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 ２１日月曜日でございます。益田で行われました石見空港ターミナルビル株式会社、株主総会

と取締役会のほうへ出席をしております。 

 ２３日の水曜日は、町の防災会議を防災センターで開催をしております。 

 ２６日の土曜日、柿木地区の町政座談会、それから、午後のところでは、六日市病院で行われ

ておりました新型コロナウイルスのワクチンの集団接種会場のほうへ出かけております。 

 ２ページに入りまして、２８日でございます。津和野町の橘井堂を御訪問させていただきまし

て、三輪理事長と下森事務部長と面会をさせていただきました。御報告申し上げますが、町の集

団接種についての御協議をさせていただいたところでございます。 

 ７月に入りまして、１日は、例年の「社会を明るくする運動」のメッセージの伝達がございま

した。 

 ３日の土曜日は、吉賀高等学校の支援協議会の総会を行いました。 

 ４日は、蔵木地区の町政座談会を旧蔵木中学校体育館で行っております。 

 ５日の月曜日でございます。県の町村会の決算監査会へ松江へ出かけております。 

 ６日の火曜日でございます。浜田で行われました益田地区各種期成同盟会の要望活動というこ

とで、浜田河川国道事務所のほうへ出かけまして、例年は広島の整備局のほうへ出かけますが、

コロナの関係もあるということで、ウェブで浜田市のほうから要望活動を行ったところでござい

ます。 

 翌日の７日水曜日でございます。全国水源の里連絡協議会要望活動ということで上京いたしま

した。実は、今年になりまして、県の過疎地域対策協議会の会長を私のほう仰せつかっておりま

して、その充て職ということで、この全国水源の里連絡協議会の副会長の職をあずかることにな

っております。そうしたことがございましたので、７日の日には、会長を務めます京都府の綾部

市長、それから、同じく副会長の岡山県の真庭市長、それから、監査を行っております北海道の

中川町長御一緒に、内閣府、総務省、環境省、林野庁、こちらのほうへ要望活動に出かけました。 

 翌日の８日から９日は、大雨の警戒待機でございます。 

 １１日は、六日市体育館で行われておりましたワクチンの集団接種の会場へ訪問いたしまして、

午後は、初めてになりますが、サンフレッチェ広島のフレンドリータウン事業のほうへ出席をい

たしました。 

 １２日月曜日は、澄川喜一先生、津島雄二先生と面会をしております。 

 １４日は、なかなか就任されて会うことができませんでした宇部の篠﨑市長と面会をいたしま

して、もう一つは、宇部の常盤公園、ビエンナーレの関係で大変お世話になっておりますので、

訪問したところでございます。 

 ３ページに入りまして、１６日でございます。就任をされました島根県の政策企画局の太田局
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長並びに島根県の教育委員会の野津教育長が、それぞれ御挨拶に来庁されました。 

 １８日の日曜日は、町の総合防災訓練で、朝倉の方に大変お世話になりまして、公民館のほう

で開催をしたところでございます。午後のところで、ふれあい会館で行っておりました集団接種

会場のほうへ出かけております。 

 １９日は、県土連の連合会を訪問いたしまして、その後、島根県知事との意見交換会並びに県

の町村会の定期総会へ出席をいたしました。 

 ２０日は、益田地区広域事務組合の臨時会、それから、その日の午後は島根県の松尾顧問が来

庁されまして、障がい者総合支援センターを訪問していただくとともに、その後は、役場のほう

で意見交換をしております。 

 ２１日は、国保連の理事会で出席をしております。 

 ２３日は、集団接種が行われまして、体育館に行きましたが、この日は、町内外国人在住約

１５０名の方を対象にした接種をしております。 

 ２６日でございます。ヨシワ工業の本社のほうを訪問させていただくと同時に、吉賀六日市会

の会長と面会をしております。 

 ２８日は、全国治水砂防協会の島根県支部の役員会と通常総会でございます。 

 ２９日は、七日市地区の町政座談会、３０日は、県の森林協会の通常総会と国保連の通常総会

でございます。 

 ４ページになりまして、８月でございます。４日でございますが、深谷大橋の件で島根県知事

への要望活動を行っております。このときには、中村島根県議会議員と町議会のほうからも安永

議長に御同伴をいただいたところでございます。その後は、鹿足土木協会の要望活動、総会、そ

れから、参議院議員の進藤金日子先生に面会をしております。これは県土連の土地改良事業の関

係でございます。 

 それから、８月の５日は、深谷大橋の案件で、岩国の福田市長のほうと岩国市役所のほうで面

会をしております。 

 ８月の７日の土曜でございます。有飯で発生いたしました原野火災の対応をしております。そ

れから、その日の夕刻から柿木地域で大規模な停電が発生いたしましたので、その対応をしてお

ります。 

 ８日は、消防団長宅の御葬儀のほうへ参列をさせていただきました。 

 ８日、９日にかけましては、台風の警戒待機でございます。 

 １１日は、県土連の正副会長会議、それから、８月の１２日からが、これがまた大雨の対策協

議、警戒ということで、結果的には８月の１７日まで、お盆明けの１７日まで大雨の警戒待機を

要しております。この間、コロナのワクチンの集団接種をそれぞれ１２、１３、１４、１５まで
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行いまして、１５日までのところで集団接種が完了をいたしました。ということでございますの

で、１６日の月曜日には、早速この集団接種でお世話になりました町の社会福祉協議会の会長、

町の民児協の会長並びに鹿足郡の薬剤師会の会長のほうへお礼の御挨拶に伺いました。 

 １８日でございます。コロナの関係でサンネットにちはらに収録に出かけております。 

 １９日は、町議会の臨時会を招集させていただきました。同じくその日の午後は、集団接種で

大変お世話になりました医療法人橘井堂の三輪理事長並びに下森事務部長のほうへお礼の御挨拶

に伺わさしていただきました。 

 ２０日の金曜日でございます。島根大学附属病院に新しく病院長に就任されました椎名病院長

が来庁されました。その後、島根大学の服部学長が来庁されたところでございます。 

 ２３日、これも集団接種でお世話になりました岩国市在住の能美強先生のほうへ、お礼の御挨

拶に伺いました。 

 それから、８月の２６日から町内のおおむねの小・中学校で２学期が始まりました。コロナの

感染拡大が非常に懸念をされておりましたので、２７日のところで感染防止対策をしっかり取っ

ていただきたいというお願いで、町内の保育所、小学校、中学校、高等学校、六日市学園のほう

へ訪問させていただきました。 

 ３１日は、議会の全員協議会でございます。 

 最後６ページでございますが、同じく中学校のほうへコロナの感染拡大防止の要請のお願いに

上がりました。それから、その日の夕刻、立戸のスポーツ公園でございましたが、国民体育大会

代表権獲得記念横断幕等贈呈とあります。実は、臨時会のほうでも予算を御承認いただきまして、

三重国体へ出場権を獲得されましたお二人のために横断幕と懸垂幕を早速作成をさせていただい

て準備しておりましたが、残念ながらコロナの関係で、その国体が中止をされるということにな

りました。せっかくの作成をした記念のものでございますので、今回、岡山県代表ということで

選出されました関西高等学校３年の岩本君と吉賀中学校３年の加藤さんお二方に、この横断幕と

懸垂幕のほうを贈呈をさせていただいたということでございます。同じく、このクラブの関係者

の方にも御出席をいただいたということでございました。 

 ９月に入りまして、１日でございます。津和野土木事業所要望活動とございます。これは、

６月の１１日に蔵木地区の自治会長会から提出をされました陳情書に対応するものでございまし

て、蔵木地区の利光橋から重則橋までのこの間の河川改修等の要望を、直接津和野土木事業所の

所長のほうへさせていただいたということでございます。この日は、先ほど申し上げました町内

の小学校の感染対策の要請の訪問もさせていただいたところでございます。 

 以上でございます。 

────────────・────・──────────── 
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日程第５．発議第３号 

○議長（安永 友行君）  それでは、日程第５、発議第３号地球温暖化対策推進を求める意見書

（案）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。１１番、藤升議員。 

○議員（１１番 藤升 正夫君）  それでは、ただいま議題となりました発議第３号地球温暖化対

策推進を求める意見書（案）について、読み上げて提案させていただきます。 

 発議第３号、吉賀町議会議長安永友行様、提出者、吉賀町議会議員藤升正夫。 

 地球温暖化対策推進を求める意見書（案）。 

 上記の議案を別紙のとおり会議規則第１４条第１項の規定により提出します。理由としまして、

地球温暖化を防止し、異常気象による犠牲と被害の防止に寄与するためであります。 

 裏を見ていただきまして、地球温暖化対策推進を求める意見書（案）、近年、地球温暖化が一

因と考えられる異常気象が世界各地で発生し、国内においても数十年に一度というレベルの猛暑

や台風・豪雨の頻発により多くの人命が失われるとともに、家屋や河川等を含む施設、果樹・農

作物などに甚大な被害をもたらしています。 

 ２０２０年以降の地球温暖化対策の国際的枠組みとして、２０１５年に日本を含む世界

１９６か国が合意して締結したパリ協定では、世界全体の平均気温の上昇を工業化前と比べて、

今世紀末には２度を大きく下回るようにし、１.５度に抑える努力を継続するという新たな目標

を掲げ、各国において温室効果ガスの削減目標を定め、その達成に向けた取り組みが進められて

います。 

 政府が４月に発表した２０３０年度の削減目標は、２０１３年度比で４６％削減ですが、

２０１０年比にすると４２％減であり、国連が示した２０３０年までに２０１０年比４５％より

も低いものです。先進国は２０３０年までにＥＵは５５％減、イギリスは６８％以上減、バイデ

ン政権の下、パリ協定に復帰したアメリカは５０から５２％減など、最低でも５０％以上、

６０％台の削減目標を掲げています。 

 ８月９日に発表された国連の気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）第６次評価報告書は、

現実の異常気象がどの程度温暖化の影響によるものかを科学的に示すようになったことなど、最

新の科学の知見が示されています。 

 国会及び政府におかれましては、２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにす

る脱炭素社会の実現に向け、ＩＰＣＣの第６次評価報告書の知見を十分に取り入れ、再生可能エ

ネルギー電気の導入を可能にする送電網の拡充と優先接続の確立、再生可能エネルギーの導入・

推進、省エネを含む新技術の開発促進と普及等、気候変動対策をさらに強力に進めるよう求めま

す。 
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 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 提出先といたしまして、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、環境大臣、経済産業大臣、

国土交通大臣、農林水産大臣としております。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより、提出者に対しての質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、ここでお諮りをいたします。本件については、

所管の総務常任委員会に付託し、会期中の審査とすることにしたいと思います。御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認め、本件については、所管の総務常任委員会に付託し、会

期中の審査とすることに決定をいたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．発議第４号 

○議長（安永 友行君）  日程第６、発議第４号最低賃金引き上げ事業者への支援で経営継続を求

める意見書（案）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。１１番、藤升議員。 

○議員（１１番 藤升 正夫君）  それでは、発議第４号につきまして、読み上げて提案させてい

ただきたいと思います。 

 発議第４号、吉賀町議会議長安永友行様、提出者、吉賀町議会議員藤升正夫。 

 最低賃金引き上げ事業者への支援で経営継続を求める意見書（案）。 

 上記の議案を別紙のとおり会議規則第１４条第１項の規定により提出します。理由、最低賃金

の引き上げで事業者が経営困難とならない仕組みをつくることで、地方経済の維持と働き口の確

保を図るためであります。 

 めくっていただきまして、最低賃金引き上げ事業者への支援で経営継続を求める意見書（案）、

２０２１年度の最低賃金は、中央最低賃金審議会が全国一律２８円を目安に引き上げるよう答申

し、各都道府県労働局に設置されている地方最低賃金審議会は、中央最低賃金審議会の最低賃金

改定額の目安を参考に審議、答申し、島根県の最低賃金は現在の７９２円から３２円多い

８２４円となります。 

 国においては、「最低賃金引き上げに向けた中小企業、小規模事業者への支援事業」により、

生産性の向上など経営改善、設備投資、商品の販路拡大に取り組む事業者に一定の支援をする制

度や、最低賃金の改定を含む労務費や原材料費等の上昇などが下請け価格に適切に反映されるこ
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とを促すための「価格交渉促進月間」も設けています。 

 しかし、現場では、これらの取組みに対応できない事業者が多数です。なぜなら、今でも原価

割れでも契約せざるを得ない、この契約を断ったときは次の受注の保障がないなど、大変弱い立

場であり、価格決定に事業者の意思が反映しない業種もあります。 

 国会並びに政府におかれましては、小規模な事業者が事業を継続できるよう、下記の取組みを

実施していただきますよう強く求めます。 

 記、１、最低賃金引き上げ分を補填する制度を設けて、最低賃金を引き上げた事業者へ直接支

援を行うこと。 

 ２、中小零細事業者の社会保険料負担の増額分を支援する制度を設けること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 提出先といたしましては、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚

生労働大臣、経済産業大臣としております。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 提出者に対しての質疑を許します。質疑はありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。 

 ここでお諮りをします。本件については、所管の経済常任委員会に付託し、会期中の審査とす

ることにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認め、本件については、所管の経済常任委員会に付託し、会

期中の審査とすることに決定をしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．認定第１号 

日程第８．認定第２号 

日程第９．認定第３号 

日程第１０．認定第４号 

日程第１１．認定第５号 

日程第１２．認定第６号 

日程第１３．認定第７号 

日程第１４．認定第８号 

日程第１５．認定第９号 

○議長（安永 友行君）  次に、日程第７、認定第１号令和２年度吉賀町一般会計歳入歳出決算認
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定についてから日程第１５、認定第９号令和２年度吉賀町水道事業会計決算認定についてまでを

一括議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、決算認定９件について一括で上程をさしていただきます。 

 認定第１号令和２年度吉賀町一般会計歳入歳出決算認定について、地方自治法（昭和２２年法

律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和２年度吉賀町一般会計歳入歳出決算を別紙監

査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 認定第２号令和２年度吉賀町興学資金基金特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和２年度吉賀町興学資金基金特

別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和３年９月７日提出、

吉賀町長岩本一巳。 

 認定第３号令和２年度吉賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治

法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和２年度吉賀町国民健康保険

事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和３年９月

７日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 認定第４号令和２年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和２年度吉賀町後期高

齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令

和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 認定第５号令和２年度吉賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和２年度吉賀町介護保険事業特

別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和３年９月７日提出、

吉賀町長岩本一巳。 

 認定第６号令和２年度吉賀町小水力発電事業特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和２年度吉賀町小水力発電事業

特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和３年９月７日提

出、吉賀町長岩本一巳。 

 認定第７号令和２年度吉賀町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治法（昭

和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和２年度吉賀町下水道事業特別会計

歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和３年９月７日提出、吉賀

町長岩本一巳。 

 認定第８号令和２年度吉賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、地方自治
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法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により、令和２年度吉賀町農業集落排水

事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。令和３年９月

７日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 認定第９号令和２年度吉賀町水道事業会計決算認定について、地方公営企業法（昭和２２年法

律第２９２号）第３０条第４項の規定により、令和２年度吉賀町水道事業会計決算を別紙監査委

員の意見をつけて議会の認定に付する。令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 詳細につきましては、所管いたします出納室長並びに建設水道課長のほうから御説明申し上げ

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、詳細説明を求めます。認定第１号から認定第８号は、中林出

納室長から説明をしていただきます。それから、最後の認定第９号は、企業出納員の早川建設水

道課長のほうから詳細説明をしていただきます。 

 最初に、それでは、中林出納室長。 

○出納室長（中林知代枝君）  おはようございます。それでは、ただいまから令和２年度一般会計

及び特別会計歳入歳出決算書の御説明を申し上げます。決算書とお手元にお配りしております参

考資料を中心に御説明を申し上げます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 初めに、一般会計の決算についてでございます。決算書２ページをお開きください。参考資料

につきましては２ページ、グラフにつきましては３ページを御覧ください。 

 それでは、参考資料の２ページ中段を御覧ください。一般会計、令和２年度の歳入の合計欄で

ございます。歳入決算額は７９億２,４８３万４,２８７円、前年度比７億８,１９９万

５,６９１円、１０.９％の増でございます。下段の歳出の合計欄でございます。歳出決算額につ

きましては、７７億５,８１６万５,４５４円、前年度比７億９,３４８万６,２４７円、

１１.４％の増となり、歳入歳出ともに前年度より増額となりました。 

 歳入の増減要因でございます。参考資料３ページを御覧ください。上段のグラフで顕著な差を

示す項目を中心に御説明を申し上げます。 

 まず、参考資料２ページ、歳入総額のおよそ７％を占める町税でございます。前年度比

１,３０１万４,８２５円の増額でございます。内訳といたしましては、町税につきましては、給

与所得等の減額により前年度比９８万円の減額となりました。固定資産税につきましては、償却

資産等の調査課税による前年度比１,５４９万円の増額でございます。軽自動車税につきまして

は、税制改正等の影響により、前年度比１４０万円の増額でございます。入湯税につきましては、

新型コロナウイルス感染症による集客減少及び営業縮小等に伴う影響により１８１万円の減額と

なりました。 

 次に、参考資料２ページの町税の下の地方譲与税についてでございます。森林環境譲与税の増
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額により前年度比１,２６８万４,９９５円の増額となりました。 

 地方譲与税から５番目にあります歳入総額の１.７％を占める地方消費税交付金につきまして

は、消費税率改定により前年度比２,４３３万９,０００円の増額となりました。 

 続きまして、参考資料２ページ、歳入の地方消費税交付金から４番目にあります歳入総額の

４３％を占める地方交付税についてでございます。公債費に係る基準財政需要費額の増加等によ

り、普通交付税１億２,１７７万円の増額となりましたが、省令改正等により特別交付税

１,６７３万円の減額となり、前年度比１億５０３万８,０００円の増額となりました。 

 地方交付税から４番目にあります歳入総額の２０.５％を占める国庫支出金についてでござい

ます。前年度比９億５,７４０万７,２４３円の増額でございます。 

 決算書２９ページをお開きください。備考欄の一番上の２７、特別定額給付金事業費給付費補

助金６億１,８７０万円の増額、そこから２つ下に下がっていただいて、２９、新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金２億６,４３８万円の増額、決算書３１ページを御覧くださ

い。備考欄上から３番目、０９、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保等事業費補助金

５６９万円の増額が特徴点でございます。 

 続いて、参考資料２ページに戻っていただいて、国庫支出金の次の県支出金についてでござい

ます。前年度比１億５８８万９,９６１円の増額となりました。特徴点といたしましては、普通

建設事業に係る保育所緊急整備事業費補助金７,３８３万円の増額でございます。 

 決算書３７ページをお開きください。備考欄下から３番目でございます。豪雨対策による３８、

農村地域防災減災事業費交付金７,５８２万円の増額、続いて、決算書３９ページをお開きくだ

さい。備考欄中段にあります新型コロナウイルス感染防止対策等に係る０６、商業・サービス業

感染症対応支援事業費補助金２,２３２万円の増額が特徴点でございます。 

 参考資料２ページに戻っていただきまして、県支出金から２番目の寄附金についてでございま

す。ふるさと応援寄附金及び一般寄附金の増加により、前年度比９,８８７万４２８円の増額と

なりました。 

 その寄附金の下の繰入金についてでございます。前年度比２億２,０２３万５７０円の減額と

なりました。内訳につきましては、ふるさと創生基金繰入金４,１００万円の増額、地域福祉基

金繰入金１億２,５１０万円の減額、まちづくり基金繰入金７,１１４万円の減額が主な要因でご

ざいます。 

 次に、参考資料２ページ、歳入の一番下の町債についてでございます。普通建設事業費に係る

町債発行額の減少等により、前年度比３億７０２万２,０００円の減額でございます。 

 次に、歳出についてでございます。決算書５６ページ、参考資料２ページ下段でございます。

それに伴うグラフは、３ページ下段を御覧ください。 
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 まず、参考資料３ページのグラフを御覧いただきたいと思います。前年度比で増額になった項

目につきましては、左から２番目の総務費、２つ飛ばしまして労働費、次の農林水産業費、次の

商工費、次の土木費、次の消防費、１つ飛びまして、災害復旧費、次の公債費となっておりまし

て、その他の４項目につきましては、全て減額となっております。 

 それでは、各項目の主な増減要因または特徴点について申し上げます。 

 参考資料２ページ下段に戻っていただきまして、歳出、議会費についてでございます。前年度

比８８万７,５９３円の減額でございます。 

 その下の総務費についてでございます。前年度比６億６,２９６万９,５１１円の増額でござい

ます。内訳につきましては、地域福祉基金積立金９,０１５万円の増額、決算書７９ページをお

願いいたします。備考欄中段にあります０１、特別定額給付金事業費につきまして、前年度比

６億２,６７９万円の増額でございます。選挙費で昨年度計上しておりました参議院議員及び知

事・県議会議員選挙費１,６９３万円の減額が特徴点でございます。 

 参考資料２ページに戻っていただきまして、民生費についてでございます。前年度比

８,８９４万４,９５９円の減額でございます。主な要因につきましては、昨年度計上しておりま

した障がい者総合福祉センター整備事業費２億８,７４６万円の減額でございます。また、国民

年金保険総務費、国民健康保険事業特別会計繰出金が標準事務処理システム導入のため

２,０４２万円の増額、法人保育所施設整備により児童福祉施設整備費１億７６３万円の増額と

なっております。 

 参考資料２ページの衛生費についてでございます。前年度比７,７０３万８５７円の減額でご

ざいます。主な要因につきましては、地域医療対策費、地域医療確保緊急対策事業補助金等の減

額で５,５３２万円の減額となりました。また、清掃総務費で、下七日市大規模建物火災廃棄物

処理の完了等により３,２７１万円の減額となりました。 

 参考資料２ページに戻っていただいて、労働費についてでございます。前年度比２８２万

２,６７０円の増額でございます。 

 その下の農林水産業費につきましては、前年度比２,８９１万７,４５８円の増額でございます。

主な要因につきましては、決算書１３１ページを御覧ください。備考欄上から２番目にあります

０２、ため池整備事業費１,６８０万円の増額、その下の０３、用排水施設等整備事業費

１,４４４万円の増額、その下の０４、農業水利施設危機管理対策事業費６３４万円の増額とな

っております。 

 参考資料２ページに戻っていただきまして、商工費についてでございます。前年度比１億

５,４４４万８,１３４円の増額でございます。主な要因につきましては、商工振興総務費、感染

症対策関連地域商業等の支援により７,７６５万円の増額、決算書１４１ページをお願いいたし
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ます。備考欄上段の生活支援を目的とした０１地域経済振興券交付事業費３,２０７万円の増額

でございます。 

 次に、参考資料２ページに戻っていただきまして、土木費についてでございます。前年度比

９,７５９万８,３４２円の増額でございます。主な要因につきましては、橋梁新設改良補助事業

費１億４,２３１万円の増額でございます。 

 その下の消防費についてでございます。前年度比１億８,８００万７,６２８円の増額でござい

ます。主な要因につきましては、防災行政無線のデジタル化により防災設備等設備事業費１億

９,４１９万円の増額でございます。 

 その下の教育費についてでございます。前年度比２億８,５５４万２,２８６円の減額でござい

ます。主な要因につきましては、昨年度計上しておりました吉賀中学校校舎改修の完了による中

学校施設整備事業費１億８,３６０万円の減額、朝倉公民館整備完了による公民館施設整備事業

費１億５,７２２万円の減額でございます。 

 参考資料２ページの災害復旧費につきましては、７月豪雨により前年度比３,５４６万

１,８００円の増額でございます。 

 続いて、その下の公債費についてでございます。償還元金及び利子の増額により前年度比

７,５６６万６,３９９円の増額でございます。 

 続いて、興学資金基金特別会計決算の御説明を申し上げます。参考資料４ページの上段でござ

います。グラフにつきましては、参考資料５ページを御覧ください。参考資料４ページの歳入歳

出の計でございます。歳入歳出決算額につきましては１,６４０万７,６９１円となり、前年度比

７万１８円の減額でございます。 

 歳入につきましては、上から２番目の繰入金でございます。興学資金基金繰入金が前年度比

５４万円の減額となっており、主な要因は、基金取崩しの減額でございます。歳出につきまして

は、貸付金の減額が主な要因となっております。 

 続きまして、国民健康保険事業特別会計決算の御説明を申し上げます。参考資料は４ページの

中段、グラフは参考資料５ページ中段を御覧ください。 

 参考資料４ページ、歳入の計でございます。歳入決算額８億５,４３８万８,８９９円、前年度

比５,８１８万３,０３２円、７.３％の増でございます。歳出の計を御覧ください。歳出決算額

８億４,１８８万８,９９０円、前年度比４,６０１万３,２５１円、５.８％の増となりました。 

 歳入の主な要因につきましては、参考資料４ページの国民健康保険税の欄でございます。税率

変更により、前年度比１４３万３４４円の増額でございます。標準事務処理システム導入に係る

上から３番目の国庫支出金につきましては、前年度比４８０万５,０００円の増額でございます。

その国庫支出金から２つ下の県支出金につきましては、前年度比４,５６０万４,７８５円の増額
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でございます。県支出金の２つ下の繰入金につきましては、前年度比１,９１２万５９７円の増

額となりました。 

 次に、減額についてでございます。歳入の下から２番目の繰越金につきましては、前年度比

１,３３７万７,５５７円の減額となりました。 

 歳出についてでございます。標準事務処理システム導入に伴い、総務費が前年度比

８,９０９万１,６５３円の増額でございますが、コロナ禍における受診控えの影響等により、そ

の下の保険給付費につきましては、前年度比２,８４４万５,０４５円の減額となっております。

また、その下の事業費納付金につきましては、前年度比１,４３０万１,００８円の減額となりま

した。 

 続いて、後期高齢者医療保険事業特別会計決算の御説明を申し上げます。参考資料は、６ペー

ジ上段でございます。グラフにつきましては、参考資料７ページを御覧ください。 

 参考資料６ページの歳入の計を御覧ください。歳入決算額２億５,２５７万５,５０１円、前年

度比１,２４９万６,８６６円、５.２％の増となりました。 

 歳出の計を御覧ください。歳出決算額２億５,１７７万６０７円、前年度比１,２４５万

４,８００円、５.２％の増となりました。 

 歳入の主な要因につきましては、保険料改定により、保険料、前年度比１,１３７万

５,７１０円の増額となります。歳入の下から２番目の諸収入につきましては、令和元年度療養

給付費の精算による返還金により、前年度比４３５万８,１０４円の増額となりました。歳入の

上から３番目の繰入金につきましては、前年度比２６０万３,０２０円の減額となりました。 

 歳出につきましては、総務費以外は全て増額となっております。主な要因につきましては、総

務費においては、前年度計上しておりました職員の給与費の減額により、前年度比６０２万

１,９４９円の減額となっております。その下の広域連合の納付金につきましては、前年度比

１,８２９万２８９円の増額となりました。 

 続きまして、介護保険事業特別会計決算の御説明を申し上げます。 

 参考資料６ページ中段、グラフは、７ページ下段を御覧ください。参考資料６ページの歳入の

計を御覧ください。 

 歳入決算額１１億８,２５０万８,０４９円、前年度比２万７,７８９円。歳出決算額につきま

しては、１１億５,２６２万８,８７１円、前年度比１,８５４万１８２円、１.６％の減となりま

した。 

 歳入の主な要因についてでございます。介護保険基準額の改定を行ったため、保険料につきま

しては、前年度比７５４万７,６３８円の増額でございます。保険料から２番目にあります国庫

支出金につきましては、前年度比９４万１,７９４円の増額でございます。歳入の下から２番目
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にあります繰越金につきましては、前年度比６３６万６,３２５円の増額となりました。 

 歳出の保険給付費の減額に伴う公費負担部分が減額となり、上から４番目にあります支払基金

交付金が、前年度比３０３万３,８１６円の減額となりました。その下の県支出金につきまして

も、前年度比３０万３,６１６円の減額となります。下から３番目にあります繰入金につきまし

ては、前年度比１,１６４万２,８４６円の減額となりました。 

 歳出の主な要因につきましては、施設介護サービス費等の減額により、歳出の上から２番目に

あります保険給付費につきましては、前年度比２,１９３万９,５０２円の減額となりました。 

 続いて、小水力発電事業特別会計決算の御説明を申し上げます。参考資料は、８ページ上段で

ございます。グラフは、９ページ上段を御覧ください。 

 参考資料８ページの歳入の計の欄を御覧ください。歳入決算額６,１７５万５,８９１円、前年

度比１１９万５,１７７円、２％の増でございます。 

 歳出の計を御覧ください。歳出決算額につきましては、６,１５６万９,０２１円、前年度比

１４７万３,５６７円、２.５％の増となりました。 

 歳入の主な要因につきましては、発電事業収入の売電料につきましては、前年度比２７９万

７,２０１円の増額となっております。歳入の一番下の諸収入につきましては、昨年度計上され

ておりました消費税還付金の減額により、前年度比１８８万１,８３４円の減額となりました。 

 歳出の主な要因につきましては、決算書２８５ページをお開きください。備考欄中段にありま

す０１一般事務管理費の一番下の０１公課費について、７０５万円の増額となっております。そ

の下の０１維持管理費の中の２２調査分析委託料５５６万円の増額が特徴点でございます。 

 続いて、下水道事業特別会計決算の御説明を申し上げます。 

 決算書につきましては、２９０ページからでございます。参考資料は、８ページ下段を御覧く

ださい。グラフは、９ページ下段を御覧ください。 

 参考資料８ページの歳入の計、歳入決算額でございます。１億９,３２９万９,６００円、前年

度比３４万９７１円、０.２％の増でございます。 

 歳出の計を御覧ください。歳出決算額でございます。１億９,２６７万６,７９０円、前年度比

６８万５,４０９円、０.４％の増となりました。 

 歳入の主な要因についてでございます。一番上の繰入金につきましては、前年度比５０７万

４,１９０円の増額でございます。その下の分担金及び負担金につきましては、前年度比６０万

円の減額でございます。その下の使用料及び手数料につきましては、徴収率の向上により、前年

度比４８万２,６６２円の増額となっております。 

 歳入の一番下の町債につきましては、決算書２９９ページをお開きください。備考欄０２資本

費平準化債が７７０万円の減額となりましたが、その下の０３公営企業会計適用事業２９０万円
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が新たに計上され、増額となったため、前年度比４８０万円の減額となりました。 

 歳出の主な要因についてでございます。決算書３０１ページをお開きください。備考欄中段

０１地方公営企業法適用化事業費２９７万円の増額でございます。 

 続いて、決算書３０３ページを御覧ください。一番上にあります０２機械器具費２４７万円で

ございます。これは、後ほど備品一覧に計上されます六日市浄化センター汚水ポンプとなります。 

 続いて、参考資料８ページに戻っていただきます。 

 歳出の下水道事業費についてでございます。前年度比６０１万１,５９６円の増額でございま

す。その下の公債費につきましては、前年度比５３２万６,１８７円の減額となりました。 

 次に、農業集落排水事業特別会計決算の御説明を申し上げます。決算書につきましては、

３０６ページからでございます。参考資料につきましては、１０ページ、グラフは、１１ページ

を御覧ください。 

 参考資料１０ページの歳入の計の欄を御覧ください。歳入決算額６,７１８万９,９７７円、前

年度比８０万８,０６０円、１.２％の増でございます。 

 歳出の計を御覧ください。歳出決算額６,６７１万７,６７３円、前年度比６５万９,７２６円、

１％の増となりました。 

 歳入の主な要因につきましては、一番上の繰入金についてでございます。前年度比９１万

６,３０１円の増額でございます。その下の分担金及び負担金につきましては、前年度比２０万

円の増額でございます。 

 一番下の町債につきましては、決算書３１５ページをお開きください。備考欄の一番下の

０３公営企業会計適用事業７０万円の増額となりました。 

 参考資料１０ページに戻っていただきまして、上から３番目の減額となりました使用料及び手

数料につきましては、現年度分は変わりませんが、滞納繰越分が減額しており、７０万

９,９６０円の減額となりました。 

 歳出につきましては、増額しておりまして、公営企業法適用化事業費７４万円の増額が特徴点

でございます。公債費につきましては、前年度比４９万７５１円の増額となりました。 

 次に、実質収支に関する調書の御説明を申し上げます。 

 決算書３２０ページをお開きください。３２０ページ、一般会計についてでございます。１、

歳入総額から２、歳出総額を引いた、３、歳入歳出差引額につきましては、１億６,６６６万

９,０００円でございます。翌年度への自主財源の繰越しについて、２,６９０万１,０００円で

すので、５、実質収支額につきましては、１億３,９７６万８,０００円となります。 

 決算書３２１ページ、興学資金基金から、３２７ページ、農業集落排水事業の各特別会計につ

きましては、歳入歳出差引額と実質収支額は同額となっておりますので、御確認ください。 
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 次に、財産に関する調書の御説明を申し上げます。 

 決算書３２８ページをお開きください。 

 それでは、土地及び建物の異動について御説明を申し上げます。 

 まず、土地についてでございます。一番左に縦書きで、１、行政財産、２、普通財産の欄がご

ざいます。その１、行政財産のその他１.２平米についてでございます。これは、寄附による増

となっております。 

 次に、建物の増減についてでございます。１、行政財産の木造の公営住宅、１５０.２６平米

についてでございます。公営住宅、沢田団地の新築による増、七日市新横立団地及び沢田、中原

団地の解体の減との差引きにより、マイナスの計上となりました。その下のその他の施設でござ

います。１２.２９平米につきましては、沢田、中原地区ごみ集積場設置による増でございます。

その下の２、普通財産のその他１５６.７６平米につきましては、重則集会所の解体及び上福川

集会所の売却によるマイナス計上となっております。 

 次に、決算書３２９ページを御覧ください。 

 （２）山林についてでございます。これにつきましては、面積の変動はございませんが、立木

は増加率５％で計上しております。続いて、（３）物権、（４）有価証券につきましては、変動

ございません。 

 決算書３３０ページをお開きください。 

 （５）出資による権利についてでございます。これにつきましても、変動はございません。 

 次に、決算書３３１ページ、２、物品についてでございます。単価はおおむね１件が１００万

円以上のものを掲載しております。令和２年度につきましては、右側中間にあります除雪車を

１台購入し、９台となっております。 

 決算書３３２ージをお開きください。 

 左側中段にありますゆ・ら・らのコンピュータシステム一式及び電話設備一式について廃棄を

しております。 

 ３３３ページ、右側上から５番目のゆ・ら・らのホテルシステムフューチャーＶソフト、その

下の特別定額給付金用の緊急経済対策事業支援システム、六日市浄化センターの汚水ポンプ、そ

の下の地域食材供給施設道の駅かきのきむらの室外機を購入しておりますので、計上をしており

ます。 

 次に、決算書３３４ページを御覧ください。 

 ３、債権についてでございます。一番右側の決算年度末現在高につきましては、令和３年３月

３１日現在の現在高でございます。社会福祉士及び介護福祉士修学資金貸付金につきましては、

貸付金４３０万円から決算年度調定額７８４万６,０００円を減額しまして、年度末現在高が
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５,０６８万円でございます。サンエム定住促進施設建設貸付金につきましては、決算年度調定

額２００万円を減額し、年度末現在高が１,７００万円でございます。 

 次に、決算書３３５ページ、４、基金でございます。これも令和３年３月３１日現在高でござ

います。まず、（１）財政調整基金についてでございます。有価証券につきましては、１億円分

の島根県債が満期となったことから減額となり、年度末現在高２億円でございます。また、現金

につきましては、期間中の利子１５５万２,０００円の増額、有価証券の満期１億円を積み立て

たことにより、年度末現在高１０億７,１８３万５,０００円でございます。（２）学校基金の立

木につきましては、１年増加率５％で計上しております。（３）国民健康保険事業基金につきま

しては、利子が５,０００円の増額、取崩し１３０万円の減額により、４,９８２万８,０００円

でございます。（４）減債基金についてでございます。利子４万円の増額、取崩し１億

２,５００万円の減額により、２億７,４７３万円でございます。（５）ふるさと創生基金につい

てでございます。利子４,０００万円の増額、取崩し１,７４０万円の減額により、７,６７７万

６,０００円でございます。（６）土地開発基金についてでございます。不動産につきましては、

変動がありません。現金につきましては、利子１万円の増額、売買等により１７７万円の減額と

なり、１億２５４万３,０００円でございます。（７）地域福祉基金についてでございます。利

子２１万３,０００円の増額、９,００４万５,０００円の積立てにより、２億５,１０４万

３,０００円でございます。（８）ふるさと水と土保全対策基金についてでございます。利子が

１,０００円未満であったため変動はなく、１１１万１,０００円でございます。 

 めくっていただいて、３３６ページをお願いします。 

 （９）人材育成基金についてでございます。利子５,０００円の増額により、５,０４８万

７,０００円でございます。（１０）介護給付費準備基金につきましては、利子１,０００円の増

額、取崩し１,９５６万８,０００円の減額により、４６２万６,０００円でございます。

（１１）小水力発電事業基金についてでございます。利子５,０００円の増額、３,５５０万円積

立てによる増額、取崩し６,６３８万６,０００円の減額により、８,６６１万８,０００円でござ

います。（１２）興学資金基金につきましては変動がなく、４,７３６万１,０００円でございま

す。（１３）まちづくり基金についてでございます。利子７万５,０００円の増額、積立て

８,０３０万円の増額、取崩し５,５９９万４,０００円の減額により、９億２,６５２万

８,０００円でございます。（１４）ふるさと応援基金につきましては、利子１,０００円の増額、

積立て７億３万７,０００円の増額、取崩し２９７万円の減額により、２,５８０万２,０００円

でございます。（１５）森林環境譲与税基金についてでございます。利子１,０００円の増額、

積立金１,２７０万７,０００円の増額、取崩し１１０万１,０００円の減額によりまして、

２,３５６万６,０００円でございます。 
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 以上を踏まえまして、令和３年３月３１日現在の全基金の合計額は、３１億９,２８５万

４,０００円でございます。 

 次のページからは、参考資料として、令和３年５月３１日現在の債権及び基金の内容を記載を

しております。 

 決算書３３９ページをお開きください。 

 令和３年５月３１日現在の全基金合計額につきましては、３１億１,５８５万４,０００円でご

ざいます。参考ですので、また御確認をお願いいたします。 

 以上で、令和２年度決算の御説明を終わらせていただきます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（安永 友行君）  以上で認定第１号から認定第８号の中林出納室長からの詳細説明は終わ

ったところですが、あとは少しありますけど、ここで１０分間休憩します。 

午前10時10分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時22分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。 

 決算認定が続行中です。引き続き行います。 

 認定第９号についての詳細説明を求めます。早川建設水道課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  それでは、令和２年度吉賀町水道事業会計決算書の説明をさせ

ていただきます。 

 ページを進んでいただきまして、９ページをお開きいただきたいと思います。 

 令和２年度吉賀町水道事業報告書でございます。 

 まず、１の概況でございます。吉賀町水道事業は、平成２９年４月１日より、町内１５の施設

を統合し、地方公営企業法が適用される上水道事業になり４年が経過をいたしました。事業とい

たしましては、施設の老朽化、耐震化に対応するため、管路の更新工事を継続事業として実施を

いたしました。事業箇所は、大野原地区でございます。実施延長は１,４０２メートルでござい

ます。令和４年度の完了を予定しているところでございます。 

 続きまして、維持管理につきましては、本管におきまして５件、給水管につきましては８件の

漏水修理を行いました。 

 ページを進んでいただきまして、１２ページから１５ページでございますけれども、（３）保

存工事の概況といたしまして詳細を載せておりますので、御一読をいただきたいと思います。な

お、前年度、平成３１年度、元年度でございますけれども、本管につきましては７件、給水管に

ついては５１件の漏水処理を行ったという報告をしておりますが、給水管の５１件につきまして
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は、伸縮止水栓、甲型等の止水栓の工事も含めたものでございまして、今回、給水管の８件とい

う数字を報告させていただいておりますけれども、それとはまた内容は異なっているということ

で御理解を賜りたいというふうに思っております。甲型等は入っていないというふうに御理解を

いただきたいと思います。 

 続きまして、令和２年度は年が明けました１月の寒波により、町内各地で給水管が破損する凍

結被害が発生をいたしました。平成３０年２月の甚大な凍結被害の教訓から、事前に空き家の対

策をはじめ、各戸の凍結に対応すべく準備体制を整えた結果、約３５０件の凍結被害が発生する

中にあって、町長部局から職員の応援を受け、六日市地区、七日市地区、各戸の量水器の確認を

するなど、迅速な対応を行い、断水や給水制限等の措置を講ずることなく乗り切ることができま

した。 

 また、水道法の一部改正に伴い、令和３年度をめどに水道台帳のシステムの見直しを行ってい

るところでございます。これにより、水道施設の維持管理や漏水事故の対応にも大いに役立つこ

とが期待されているところでございます。 

 続きまして、給水の状況でございます。給水人口は５,８０３人で、前年度比１８３人の減少、

年間配水量は８８万２,５３０立方メートルで、６万７,７３２立方メートルの増加でございまし

た。また、年間有収水量率は７７.０４％となり、昨年より３.５５ポイント減少いたしました。 

 昨年、元年度でございますけれども、住宅建築の増加により、加入件数は増加いたしましたが、

今年度は給水人口が減少する形となりました。また、冬季の寒波による漏水により、配水量の増

加と有収水量の減という結果となったものでございます。 

 そのほかの業務といたしましては、１６ページ、３の業務、（１）業務量というところに載せ

ておりますので、御一読をいただきたいと思います。 

 続きまして、財政状況でございます。 

 収益的収入の総額は２億３,８２５万９,０００円、収益的支出の総額は２億２,７７７万

８,０００円となりました。この結果、１,１９９万３,０００円の当年度純利益を計上し、

１,３８７万３,０００円が当年度未処分利益剰余金となりました。なお、本年度の消費税及び地

方消費税の納付額は５３０万円となりました。 

 資本的収入の総額は１億３,７２１万１,０００円、資本的支出の総額は１億８,５４３万

５,０００円となりました。資本的収入額が資本的支出額に対しまして不足する４,８２２万

４,０００円は、過年度損益勘定留保資金４,８２２万４,０００円で補填をいたしました。 

 続きまして、ページを戻っていただきまして、１ページをお開きいただきたいと思います。 

 （１）収益的収入及び支出でございます。いわゆる３条予算関係でございます。内訳は、ペー

ジを進んでいただきまして２３ページから２５ページ、吉賀町水道事業会計収益費用明細書の載
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せておりますので、御一読いただきたいと思います。なお、１ページの金額につきましては税込

みの価格で、それから、今言いました２３ページからの明細書におきましては、消費税が抜きと

なっておりますので、合計金額は一致いたしません。 

 続きまして、２ページを御覧いただきたいと思います。 

 （２）資本的収入及び支出でございます。いわゆる４条予算関係でございます。明細につきま

しては、２６ページに載せております。表示が税抜きでございますので、やはり一致をいたしま

せんので、御了解いただきたいと思います。 

 それでは、３ページを御覧をいただきたいと思います。 

 令和２年度吉賀町水道事業損益計算書でございます。通称ＰＬと呼ばれておるものでございま

す。損益計算書は、１年間における経営成績を明らかにした書類でございます。最下段、当年度

未処分利益剰余金を御覧いただきたいと思います。二重線で引かれている部分でございます。

１,３８７万３,３４３円となっております。この金額が、先ほどお示ししました当年度純利益で

ございまして、当年度未処分の利益剰余金でございます。 

 内訳は、下の段から３行目でございますけれども、当年度純利益といたしまして１,１９９万

３,０７９円でございます。その下段におきましては、前年度繰越利益剰余金でございまして、

１８８万２６４円でございます。合計をいたしまして１,３８７万３,３４３円になるものでござ

います。 

 続きまして、４ページを御覧をいただきたいと思います。 

 令和２年度吉賀町水道事業剰余金計算書でございます。利益の出ました剰余金をどのように処

分をしていくのか、つまり積み立てていくのかという状況を示した表でございます。まず、前年

度末残金、これ上段の部分でございますけれども、一番左側の項目で載っている部分でございま

す。そこから下５行目までが、令和元年度の処分の状況を示しておるものでございます。 

 右側の列、縦列でございますけれども、３行目でございます。未処分利益剰余金とあります。

この欄の最上段にありますのが１,１６６万６,０９４円、これが昨年度の利益剰余金の額でござ

います。下段の行でございますけれども、未処分の利益剰余金の行でございますが、これが

９７８万５,８３０円で、減額となっております。その左を見ていただきますと、建設改良積立

金がございまして、この列にも同額の金額を載せております。つまり、この金額を建設改良積立

金のほうに積み立てたという表示でございます。また、行の真ん中辺り、左の項で言いますと処

分残高がそれぞれの合計金額を示しておるというものでございます。 

 利益剰余金といたしまして、右側から５行目、利益積立金といたしましては３３１万

２,１３９円、その右側、建設改良積立金は、合計いたしまして２,１６６万６,８２９円あるも

のということでございます。ちなみに、積立金の一般的なものといたしましては、企業債の償還
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の財源に充てるための減債積立金、将来の欠損に備える利益積立金、建設改良工事に充てるため

の建設改良積立金、災害による不測の損失に備えるための災害準備積立金等がございます。 

 それでは、ページを進んでいただきまして、５ページを御覧をいただきたいと思います。令和

２年度吉賀町水道事業剰余金未処分計算書でございまして、案でございます。 

 先ほど４ページで説明をいたしました剰余金につきましては、まだ処分の剰余金として当年度

未処分の剰余金が１,３８７万３,３４３円がございます。この令和２年度分の剰余金を建設改良

積立金へ積み立てるというものでございます。 

 続きまして、６ページを御覧をいただきたいと思います。 

 令和２年度吉賀町水道事業貸借対照表でございます。通称ＢＳと呼ばれておるものでございま

す。事業の財政状況を表す書類でございます。資産の部、負債の部、資本の部、この三つからで

きております。 

 まず、資産の部でございます。１、固定資産、２、流動資産からできています。固定資産は、

土地や建物、構築物、機械設備等でございます。流動資産は主に現金、未収金等が上げられてお

ります。 

 １の固定資産につきましては、２７ページに固定資産の明細書を載せておりますので、お読み

取りをいただきたいと思います。合計金額といたしましては２３億５,３６２万８,２０４円とい

うことで、一番下の欄、２８ページでございますけど、一番下の欄、一番右側の合計金額でござ

います。失礼しました、２７ページでございます。 

 ２といたしまして流動資産につきましては、資産のうち現金、原則として１年以内に現金化さ

れる債券などを言います。絶えず流動的に出入りする資産であることから、この名称がつけられ

ております。 

 （１）現金預金２億４,３５４万９,４５９円でございます。これは、２２ページにキャッシ

ュ・フローがございますけれども、キャッシュフロー計算書の一番最下欄でございます。この部

分の金額、資金期末残高の金額と一致をしてまいります。 

 このキャッシュ・フローの計算書でございますけれども、発生主義に基づき作成される損益計

算書では、収益は現金収入のときではなく実現のとき、例えばサービスを提供したときに認識さ

れることから、書類上の金額と現金に差異が生じることになるため、資金の流れをつかむために

作成される書類でございます。平たく申しますと、現金がいかほどあるかというものを示した書

類でございます。６ページに戻っていただきまして、資産合計といたしましては、二重線の部分、

２６億２,４６４万１,５９２円でございます。 

 続きまして真ん中辺りでございます。負債の部でございます。 

 ３、固定負債、４、流動負債、５、繰延収益等に分かれております。固定負債につきましては、
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１１億４,０２８万１,１９９円でございます。これは、１年以内に支払いが想定されない負債で

ございまして、建設改良等の財源に充てるための企業債でございます。流動負債は、合計１億

３,６１３万５,１９４円でございます。これは、１年以内に支払うことが想定される負債でござ

いまして、企業債や未払金、引当金などでございます。固定負債の企業債１１億４,０２８万

１,１９９円と流動負債の企業債１億２,４５９万６,３７９円の合計をいたしますと１２億

６,４８７万７,５７６円となります。この部分は、２８ページを御覧をいただきたいと思います

が、企業債の明細書でございまして、この一番下の行、一番右側でございます１２億

６,４８７万７,５７８円と一致してまいります。つまりは、ここに明細を乗せているということ

でございます。 

 ページを戻っていただきまして、（２）未払金でございます。９３８万５,３２３円でござい

ます。令和２年度に支払うべき金額というものでございまして、この部分が未払金でございます

ので、ここの部分に充てているということでございます。３月分の電気代とか令和２年度中に支

払いをされるというものでございまして、３月分の電気代、それから、支払われる消費税等がこ

こに集計されるといいましょうか、あげられているというものでございます。これにつきまして

は、官庁会計では、出納閉鎖がございますけれども、企業会計ではないために、払うべき金額が

未払いとなるということでここに計上をしているというものでございます。 

 （３）でございます。引当金は、将来の特定の費用または損失であって、７ページに注記があ

りますとおり賞与等でございますので、御確認いただきたいと思います。 

 （４）預り金は預り諸税として源泉徴収や各保険料、預り保証金として入札保証金や契約保証

金などをここに計上し、取り扱うものでございます。 

 ５番目、繰延収益でございます。 

 長期前受金といたしまして２１億６９３万９,３０１円、固定資産を取得した際に国庫補助な

どが入ってまいりますけれども、それを一旦、長期前受金という形で収入をいたします。それを

固定資産の減価償却と同じ割合で一旦、負債のほうへ計上した長期前受金も収益に振り替えてい

くというものでございます。（２）番目でございます、収益化累計額、収益された額の合計とい

うものでございます。 

 その下でございます。資本の部でございます。６、資本金でございます。３億７,０８５万

８,０８８円でございます。 

 その下でございます。７の剰余金でございます。これは、先ほど４ページで説明をいたしまし

た剰余金と資本金を合計いたしまして、資本の合計は４億９７１万３９９円となり、負債の部の

負債合計２２億１,４９３万１,１９３円と合計をいたしまして、負債資本合計２６億

２,４６４万１,５９２円となります。この金額は、資産は負債と資本にバランスをいたしますと
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いう原則がございますので、上段の資産金額と一致をするというものでございます。 

 以上、吉賀町水道事業会計の説明をさせていただきました。どうぞよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。 

○議長（安永 友行君）  以上で、認定第９号についての説明は終わりました。ここで、上田代表

監査委員さんに出席していただいておりますので、令和２年度吉賀町各会計決算審査意見につい

てを代表監査委員さんからの報告をしていただきます。上田代表監査委員。 

○代表監査委員（上田 重夫君）  おはようございます。代表監査委員の上田でございます。 

 去る８月２７日に、岩本町長宛て令和２年度吉賀町各会計決算審査意見書を提出いたしました。

本日は、この意見書を読み上げまして、議会への御報告とさせていただきます。 

 地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された令和２年度一般会計及び各特別会

計等の歳入歳出決算及び附属書類について審査した結果、その意見は下記のとおりである。 

 １、審査の期間、令和３年７月１日から令和３年８月２７日までの間、３１日間。 

 ２、審査の対象、令和２年度吉賀町一般会計歳入歳出決算書、令和２年度吉賀町興学資金基金

特別会計歳入歳出決算書、令和２年度吉賀町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書、令和

２年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計歳入歳出決算書、令和２年度吉賀町介護保険事業

特別会計歳入歳出決算書、令和２年度吉賀町小水力発電事業特別会計歳入歳出決算書、令和２年

度吉賀町下水道事業特別会計歳入歳出決算書、令和２年度吉賀町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算書、令和２年度吉賀町水道事業会計決算書及び各付属書類。 

 ３、審査の方法、（１）決算内容と提出を受けた決算関係資料、証拠書類等との照合。（２）

各課及び教育委員会、委託事業、単独事業等、その全てについての審査は不可能なため、試査を

実施し、１５６件を抽出審査対象とした。（３）審査の内容については、試査抽出の範囲に主体

を置いた。 

 ４、審査に当たっての留意点、（１）共通事項、決算書、決算事項別明細書及び附属書類につ

いて、計数に誤りはないか、財政運営、財産管理は適正に行われているか、予算の執行は関係法

令に従い効率的になされているか等に主眼を置いた。（２）歳入、①収入成績、②予算執行率の

著しく増減している科目について、その原因調査、③違法不当な収入の有無、④未納整理の状況、

（３）歳出、①違法不当な支出の有無、②目的どおり適正執行されているか、③怠慢なく効果的

に執行されているか、（４）その他、①実質収支に関する調書の確認、これは、毎月実施してい

る例月審査も含みます。②公有財産に関する確認、③各種契約締結上の適否審査、④各財政援助

団体の決算書における町補助金の収支経理状況の審査。 

 ５、審査の結果、審査に付された一般会計及び特別会計等の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事

項別明細書及び付属書類等の計数は、それぞれの関係諸資料及び証拠書類等と照合した結果、誤
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りはなく適正なものと認めた。 

 ６、審査意見、審査の結果についてその意見は別紙決算審査意見のとおりである。 

 次に、決算審査意見でございますが、これにつきましては、要点のみの説明とさせていただき

ますので、御了承いただきたいと思います。 

 まず、決算の総括、決算の規模でございますが、令和２年度における水道事業会計を除く各会

計の決算総額は、歳入が１０５億５,２９６万円、歳出が１０３億４,１８２万５,０００円であ

り、これは、３１年度と比較しますと、歳入歳出とも８.８％の増となっております。主に特別

定額給付金、それから、橋梁改修等の補助事業、防災無線設備事業等の増が影響しております。

なお、町債につきましては、今年度の発行額が８億６,５００万円、償還元金が１１億

９,７００万円及び利子８,１００万円で、平成２年度末現在高は３億３,２００万円減少して

１１７億９００万円となっております。詳しくは、４１ページの表の２９を御覧いただきたいと

思います。 

 次に、財政状況であります。将来負担比率につきましては、令和２年度は５３.８％、平成

３１年度に対して１５.２ポイント減少しております。これは、繰上償還が影響しているものと

思われます。 

 実質公債費率の３か年平均は、令和２年度７.０％、平成３１年度より０.８ポイント増加して

おります。また、単年度の実質公債費比率につきましては７.６％で、これも平成３１年度より

０.６ポイント増加しております。 

 経常収支比率につきましては、令和２年度は９０.０％、平成３１年度より０.５ポイント増加

しております。 

 それから、積立金現在高比率ですが、平成３１年度より基金現在高が３,４００万円減少して

おりまして、３.９ポイント下がっております。 

 地方債の現在高比率は、平成３１年度より１２.０ポイント減少して、２１０.３％、過疎債等

の新規発行額が７億９,５００万円に対して、償還額が９億８００万円であって、分子となる地

方債現在高が１億１,３００万円減の８３億５,７００万円となっていることが影響しております。 

 ６ページの会計から１９ページの各会計での監査状況につきましては、御説明を省略させてい

ただきます。 

 次に、３３ページ、共通事項に関する監査状況について御説明申し上げます。 

 第１、平成２７年策定の吉賀町特定事業主行動計画では、職員の１年間の平均超過勤務時間数

の目標値を約１５０時間としているが、令和２年度通常業務で、年間２５０時間以上の超過勤務

を行った職員は９名を数える。定時退庁日の設定、職員の意識啓発等、様々な取り組みを行って

いるが、効果を上げるに至っていない。超過勤務時間の部署による偏在等の実態や事務分掌、業
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務内容の精査等を通じ、事務の効率化を図るとともに、組織、機構の再編を含めた効率的で働き

やすい職場づくりを進められたい。 

 男性職員の育児休業等の取得については、目標の取得率３０％には達していないものの、令和

２年度に初の取得者が出ており、今後、取得への機運が高まっていくことを期待したい。 

 第２、税金及び使用料等の収入未納額の発生状況は、３７ページと３８ページの表２５、

２６のとおりでありますが、一般会計及び特別会計等の現年度及び滞納繰越額合計が

６,７５３万２,０００円と８７７万５,０００円改善されている。徴収率も９４.５％と０.９ポ

イント上昇し、現年分、滞納繰越分とも改善をしている。 

 勤務時間外の滞納者への訪問活動や督促の実施等、地道な取り組みや債権共同徴収対策委員会

での情報共有、共同臨戸徴収等の効果が表れているものと思われる。現年度分を収納強化すると

ともに、滞納分に関しては徴収専門員の配置等による対策の効果を期待したい。 

 第３、抽出監査における事業契約等の状況については、表２７のとおりであり、契約件数

２０１件のうち、一般競争入札８件、指名競争入札６６件、随意契約１２７件となっている。い

ずれも吉賀町契約規則及び関係法令に則り適正な契約が行われている。しかしながら、変更契約

がここ数年増えており、いずれも正当かつ適切な変更であるが、変更契約が常態化すれば予算統

制に影響を与えかねず、事業内容や設計金額の精査を徹底し、当初契約どおり事業が確実に執行

されるよう環境づくりに努められたい。 

 第４、基金の状況については、表２８のとおりである。令和２年度末現在高は、前年度より

１,１８５万８,０００円減の３１億１,５８５万４,０００円となっており、中期財政計画によれ

ば、基金の取り崩しは今後も続き、令和１２年度には基金残高が１０億６,８００万円まで減少

するとしている。基金の適切な運用を心がけ、健全な財政運営につなげられたい。 

 第５、事務分掌については、各部局それぞれ事務分掌表を作成しているが、様式が統一されて

おらず、表示も各様である。様式の統一も含め検討されたい。 

 総括、令和２年度の決算審査を実施し、一般会計、特別会計、共通事項等の監査状況を述べて

きたところであるが、評価し、さらに推進すべき点、改善・検討すべきと思われる事項等につい

て提言として次のとおり総括する。 

 第１、財務事務は的確に処理されており、決算書並びに各調書等に記載された計数は、これま

で指摘した状況や事項を除き正確であると認められる。 

 第２、例月出納検査については、検査の結果、本年度についても指摘事項は僅少であり、正規

取り扱いに対する平素の努力を評価したい。 

 第３、事務報告書についてはおおむね適切にまとめられているが、依然、執行事業の羅列にと

どまっている部署も見受けられる。事務報告書は１年間の事業成果を外部に明らかにするととも
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に事業運営の透明性を確保し、説明責任の履行を担保するものである。事業計画と事業結果の検

証、評価のみならず、各種中長期計画にも配慮した分かりやすい事務報告となるよう努められた

い。 

 第４、地方自治法等の一部を改正する法律により、内部統制体制の整備は、都道府県及び指定

都市に義務づけられ、その他の市町村には整備の努力義務が課せられた。吉賀町も含めて全ての

市町村においては、それぞれ事務の適正な執行の確保に努めており、一定の内部統制は存在して

いると思われるが、残念ながら、内部牽制体制の形骸化が疑われるような事例も僅少ながら見ら

れる。事務フローの標準化や想定されるリスクの共有化を図りながら、適正な事務処理等の確保

に向けた内部統制を強化されたい。 

 第５、令和２年度末現在、職員数９９人に対し、会計年度任用職員は１８０人、社保加入者

９２人である。職員定員適正化については、定員適正化計画に則り順調に推移しているが、新た

な行政需要等による事務事業の増加に加え、行政ニーズの多様化が進み、職員のみでの対応が困

難になっている。特に令和２年度は、新型コロナウイルス感染症対策に多数の人員が必要になり、

会計年度任用職員が大幅に増えている。今後の新たな公共サービスの展開等も考慮に入れると、

会計年度任用職員の活用は喫緊の課題である。人事考課等を通じ、会計年度任用職員の育成、レ

ベルアップを図るとともに、それに対応する組織、機構の整備に早急に取り組まれたい。 

 主要財政指標の推移については、表２のとおりであるが、実質公債費率の３か年平均は、平成

３１年度に比べ０.８ポイント増加して７.０％、単年度では同じく０.６ポイント増加し、

７.６％であった。将来負担比率は、平成３１年度の６９.０％から５３.８％へ１５.２ポイント

減少している。これは、繰上償還による地方債現在高の減少や分母である標準財政規模の増大が

影響している。経常収支比率は前年度の８９.５％より０.５ポイント上昇し、９０.０％であっ

た。これは、分母となる経常一般財源収入が前年度より１億７,１００万円増加したものの、分

子となる経常一般財源支出も１億７,３００万円の増加となったためである。会計年度任用職員

制度導入等による人件費の増加や維持補修費等、経常的支出の増加は今後も続くものと思われる

が、単なる経費削減を目的とするのではなく、住民サービスの向上を第一義としたより効率的な

財政運営に努められたい。 

 第７、地方公会計は、正確な行政コストの把握や公共施設マネジメント等の活用を通じて財政

の効率化、適正化を図るとともに、住民や議会、外部に対して分かりやすい財務情報を開示する

ことを目的としている。吉賀町では、公会計に係る財務書類の作成を外部委託しており、平成

３０年度、令和元年度分、財務４表等の作成完了は、令和３年３月１６日となっている。所期の

目的を果たすためにも、少なくとも翌年度上半期中に作成を終え、資産、債務管理や予算編成及

び行政評価等に有効に活用できるよう努められたい。 
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 第８、公民館を核とした人づくり機能強化事業が進められ、地域・人づくりコーディネーター

を中心に各公民館において地域関係図の作成に取り組んでいる。自治会が独自に機能を発揮して

いるとは言い難い地域がある中で、地区、自治会により現状、課題が様々であり、地域の活性化

に向けた道のりは決して平たんではない。公民館を中心に行う人づくりと合わせ、自治振興奨励

金及び自治振興交付金を地域の自治活動発展に一層寄与するものへ見直すことを合わせ、現行の

自治会のままでよいか考える機会を提起し、住民自身による自治振興を図れるよう支援されたい。 

 第９、指定管理施設については、施設の老朽化に伴う維持管理費等の増大が懸念されるが、温

泉、スポーツ施設等、誘客や交流人口拡大につながる施設も少なくない。適切で効率的な管理運

営が行われるよう、管理や経営状況の検証を不断に行うとともに、他の交流事業者イベント等と

の有機的連関を通じ、にぎわいと活力にあふれた地域づくりに向け、一層の取り組みの強化を図

られたい。また、施設の目的等と照らし合わせ、民間への譲渡がより効果的活用につながると期

待される施設については、積極的な譲渡を検討されたい。 

 第１０、令和２年第２１回国勢調査結果によると、吉賀町の人口は６,０７９人で、前回、平

成２７年より２９５人、４.６％の減、逆に世帯数は２,８２１世帯で、前回より１１世帯、

０.４％の増であった。将来的に人口減は続くものと推定されるが、人口の減少率は漸減してお

り、減少の鈍化が見られる。この要因の一つは、外国人居住者の存在である。令和３年３月

３１日現在、住民基本台帳に登録された外国人登録者は２０４人で、多くは技能実習生を中心と

した若者である。町内産業を支える単なる労働力としてではなく、地域の活性化に不可欠な人材

として地域との交流等、様々な支援を行い、多様性に満ちた多文化共生社会の実現に向け、官民

一体となった取り組みを進められたい。 

 第１１、六日市病院の公設民営化も含め、吉賀町の地域医療の将来像について、吉賀町医療介

護あり方検討会議が、引き続き開催されている。人材確保や経営改善等様々な議論が展開されて

いるが、本質な議論に至っていない印象を受ける。医療は制度ビジネスであり、制度の要請する

サービスの質の確保と適切な提供をいかに実現していくかが最優先されるべき課題である。施設

医療から在宅医療へとの流れの中、地域にとって真に必要な医療サービスとは何か、それに応え

るには何をすべきか等の議論を通じてのみ「継続事業の前提に関する確実性」につながっていく

ものと思われる。 

 以上、決算書、財務諸表、行財政執行状況及び経営管理等の審査に当たっての意見を申し述べ、

令和２年度の決算審査意見とする。御多忙の中、多くの資料の提供をいただき、調査やヒアリン

グに協力いただいた職員の方々に深く感謝の意を表したい。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  以上で、令和２年度吉賀町の決算認定並びに各会計の決算審査意見につ
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いての報告をいただきました。 

 これにて終了し、これから質疑を行います。質疑については一括に上程いたしましたので、一

括で質疑を頂きます。冒頭、会計名を述べて発言を願います。 

 なお、質疑については、上田代表監査委員さんも同席されていますので、併せて質疑を認めま

す。質疑ありませんか。──ありませんか。１番、桑原議員。 

○議員（１番 桑原 三平君）  上田代表監査委員さんにお聞きします。 

 監査委員さんの報告によりますと、監査状況の第５の中で、この会計年度任用職員の活用につ

いて、喫緊の課題であると指摘されておられます。今、正規の職員は適正化でおおむね入ってお

りますが、事業の多様化、サービスの多様化で会計年度職員をかなり雇用されておりますが、こ

の会計年度職員について、育成やらレベルアップを図るということに関してありますが、この職

員さんはその課の専門職としての状態がつながって、毎年毎年その職員さんはその課で雇うのか。

それとも、各課に共通した感じで横行できる会計年度職員を指示されているのか。その辺につい

て、監査委員さんの御意見をお伺いします。 

○議長（安永 友行君）  上田代表監査委員。 

○代表監査委員（上田 重夫君）  会計年度職員の採用等については、これは、町長はじめ、執行

部の専権事項でありますので、私のほうからは何とも言えませんが、私が言いたいのは、人事考

課制度も会計年度職員を対象とするということでしたので、そういった制度を活用しながら、職

員の育成とかレベルアップを図っていただきたい。そのためには、やはりある程度の組織の見直

しとか、そういった見直しも必要となると思いますが、その活用について、どういうふうにジェ

ネラリストを養成するのか、スペシャリストを養成するのかということについては、これは町長

はじめ、執行部の判断になると思います。 

 以上です。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  よろしいです。質疑がないようですので、質疑なしと認め、これで質疑

は終わります。 

 ここでお諮りをします。ただいま議題となっています日程第７、認定第１号から日程第１５、

認定第９号については、決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認めます。したがいまして、日程第７、認定第１号から日程

第１５、認定第９号については、決算審査特別委員会を設置し、これに付託することに決定をし
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ました。 

 お諮りをします。決算審査特別委員会の委員につきましては、議長及び議会選出監査委員を除

く１０名の委員で構成することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認め、したがって、決算審査特別委員会の委員については、

議長及び議会選出監査委員を除く１０名の委員で構成することに決定をいたしました。委員長、

副委員長については、後ほど、互選により選出をしていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 ここで、１０分間休憩します。 

午前11時15分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時24分再開 

○議長（安永 友行君）  休憩前に引き続き、会議を再開します。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．報告第３号 

○議長（安永 友行君）  日程第１６、報告第３号健全化判断比率及び資金不足比率の報告につい

ての報告を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、報告第３号健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

でございます。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３条第１項及び第

２２条第１項の規定により、令和２年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率を、監査

委員の意見をつけて次のとおり報告する。令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 まず、健全化判断比率でございます。表にございますように、実質赤字比率並びに連結実質赤

字比率につきましては、該当がございません。実質公債費比率は７.０％、将来負担比率

５３.８％でございます。 

 なお、それぞれの括弧内の数値につきましては、早期健全化基準を示すものでございます。 

 続きまして、資金不足比率でございます。ここにありますように、水道事業会計、小水力発電

事業特別会計、下水道事業特別会計、農業集落排水特別会計、それぞれについて該当はございま

せん。 

 詳細につきましては、所管いたします総務課長のほうから御説明申し上げますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。野村総務課長。 
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○総務課長（野村 幸二君）  それでは、報告第３号健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いての説明をいたします。 

 資料を用いて説明を申し上げたいと思います。資料１３ページをお開きいただければと思いま

す。 

 まず、健全化判断比率についての説明でございます。資料１３ページのちょうど中ほどのとこ

ろを見ていただければと思います。 

 括弧書きで実質赤字比率というふうに表示をしているところであります。この実質赤字比率で

ございますが、一般会計等における実質赤字額の標準財政規模に対する比率ということで、その

下に四角の囲みでその算定式を記載をしております。結果としまして、その下ですけれども、令

和２年度決算においては、実質収支が黒字であり、算定の結果、実質赤字比率は生じません。こ

のことから、該当なし、表現としてはハイフンという形で表示をしているというところでござい

ます。 

 それから、その下です。連結実質赤字比率でございます。これは、全ての会計の決算額を合算

し、地方公共団体全体を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率ということで、その

下に四角囲みで算定式について記載をしております。その下でございますけれども、令和２年度

決算においては、全会計を対象とした実質収支が黒字であり、算定の結果、連結実質赤字比率は

生じません。このため、ハイフンで表示をしているというところでございます。 

 それでは、資料、次のページにいっていただきまして、１４ページでございます。上からまい

りますと、実質公債費比率であります。 

 一般会計等が負担する元利償還金と準元利償還金の標準財政規模に対する比率ということで、

３か年の平均を使用しているということでございます。その算定方法については、その下の四角

の中に記載のとおりということで、今回算定した実質公債費比率につきましては、平成３０年度

から令和２年度の３か年の平均となっており、結果として７.０％となりました。早期健全化基

準の２５.０％を下回っているという、こういう状況でございます。 

 それから、その下、将来負担比率でございます。一般会計等が将来的に負担する負債額からそ

の償還に充てることができる基金等を控除した額の標準財政規模に対する比率でございます。算

定方法については、その下の四角の囲みの中を見てください。 

 そのまま下がっていただきまして、最後の文章ですけれども、算定の結果、比率は５３.８％

となり、早期健全化基準、これが３５０.０％ということですけれども、これは下回っていると

いう、こういう結果でございます。 

 ここまでのところで、のちの資料について説明を申し上げます。１５ページ、１６ページ、

１７ページ、１８ページ、ここまでに今申し上げましたそれぞれの比率等についての総括表を記
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載をしております。 

 それから、飛んでいただきまして、資料２０ページ、こちらにはこれまでの数値の推移でござ

います。過去５年間の推移ということでございます。 

 それから、２１ページには将来負担比率の推移について記載をさせていただいております。 

 それから、２２ページでございますが、実質公債費比率、それから、将来負担比率、これにつ

きまして、主な増減理由について記載をしております。お読み取りをいただければというふうに

思います。 

 参考資料、戻っていただきまして１４ページであります。１４ページの下ですけれども、資金

不足比率であります。これは、水道や下水道といった公営企業会計における資金不足額の公営企

業の事業規模である料金収入に対する比率ということで、その下に算定式について四角の中で書

き表しております。水道、小水力発電、下水道、農業集落排水の各事業における収支が黒字であ

りまして、算定の結果、資金不足比率は生じません。このため、該当がないということでハイフ

ンで表しているというところでございます。 

 以上で、報告第３号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、引き続き上田代表監査委員さんより財政健全化審査意見及び

資金不足比率審査意見の報告を求めます。上田代表監査委員。 

○代表監査委員（上田 重夫君）  同じく令和３年８月２７日に、令和２年度吉賀町財政健全化審

査意見書を町長宛てに提出しておりますので、それを読み上げて、議会への御報告とさせていた

だきます。 

 地方公共団体の財政健全化に関する法律第３条第１項の規定により、審査に付された令和２年

度吉賀町財政健全化判断比率について審査したので、その結果について、別紙のとおり意見書を

提出いたします。 

 意見書のほうを御覧いただきたいと思います。 

 １、審査の概要、この財政健全化審査は、令和２年度決算に基づき、町長から提出された健全

化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主

眼として実施した。 

 ２、審査の結果、（１）総合意見、審査に付された下記の健全化判断比率及び算定の基礎とな

る事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

 表を御覧いただきたいと思います。（２）個別意見、（ア）実質赤字比率について、令和２年

度の実質赤字比率は収支が黒字であるため、数値は示されていない。（イ）連結実質赤字比率に

ついて、令和２年度の連結実質赤字比率が収支が黒字であるため、数値は示されていない。

（ウ）実質公債費比率について、令和２年度の実質公債費比率は７.０％となっており、早期健
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全化基準の２５.０％と比較すると、これを下回っている。（エ）将来負担比率について、令和

２年度の将来負担比率は５３.８％となり、平成３１年度に比し１５.２ポイント下がっており、

早期健全化基準の３５０.０％と比較すると、これを大きく下回っている。 

 ３、是正改善を要する事項、特に指摘すべき事項はない。 

 以上です。 

 次に、令和２年度吉賀町特別会計等資金不足比率審査意見書でございます。 

 地方公共団体の財政健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、審査に付された令和

２年度吉賀町特別会計等資金不足比率について審査したので、その結果について別紙のとおり意

見書を提出します。 

 １、審査の概要、この資金不足比率審査は令和２年度決算に基づき、町長から提出された資金

不足判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを

主眼として実施した。 

 ２、審査の結果、（１）総合意見、審査に付された下記の資金不足比率及びその算定の基礎と

なる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

 表をご覧いただきたいと思います。（２）個別意見、（ア）水道事業会計について、令和２年

度の資金不足比率は不足額がないため、数値は示されていない。（イ）小水力発電事業特別会計

について、令和２年度の資金不足比率は不足額がないため、数値は示されていない。（ウ）下水

道事業特別会計について、令和２年度の資金不足比率は不足額がないため、数値は示されていな

い。（エ）農業集落排水事業特別会計について、令和２年度の資金不足比率は不足額がないため、

数値は示されていない。 

 ３、是正改善を要する事項、特に指摘すべき事項はない。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  以上で提案者の報告が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑なしと認め、本案は報告をもって終了といたします。 

 上田代表監査委員さんについては退席されて結構です。御苦労でございました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．議案第５３号 

○議長（安永 友行君）  それでは、日程第１７、議案第５３号請負契約の変更について（令和

２年度町道唐人屋線唐人屋トンネル補修工事）を議題といたします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 
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○町長（岩本 一巳君）  それでは、議案第５３号請負契約の変更についてでございます。 

 下記工事について、請負契約の変更契約を締結するため、吉賀町議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得または処分に関する条例（平成１７年吉賀町条例第４９号）第２条の規定により、

議会の議決を求める。令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 記。１、契約の目的、令和２年度町道唐人屋線唐人屋トンネル補修工事。 

 ２、契約の方法、一般競争入札による文書契約。 

 ３、契約工期、変更後、令和４年３月２２日、変更前、令和３年９月３０日。したがいまして、

工期延長期間は１７３日間でございます。 

 ４、契約の相手方、島根県鹿足郡吉賀町下須４２３番地、有限会社三浦土木、代表取締役三浦

浩。 

 詳細につきましては、所管いたします建設水道課長のほうから御説明申し上げますのでよろし

くお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。早川建設水道課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  それでは、議案第５３号請負契約の変更について詳細説明をさ

せていただきます。 

 参考資料を御覧いただきたいと思います。２３ページに資料を載せているところでございます。 

 この町道唐人屋線の唐人屋トンネルの補修工事でございますけれども、繰越工事といたしまし

て事業を進めているものでございます。 

 工事の概要といたしましては、裏込め材の注入、剥離の対策、それから、トンネルの照明設備

の設置、こうしたものを補修していくという工事でございます。 

 今回、１７３日間の工期延期をお願いしたいというものでございますけれども、この工事につ

きましての工期延期につきましては、既に当初の部分から申しますと３月の定例議会のところで、

それから、６月の議会のところで、そして、今回ということになります。 

 この工期の延期の内容につきましては、照明機器がコロナの感染拡大等によりまして材料等が

入ってこないという状況になったということで、工期延期をさせていただきたいというのが一連

の考え方でございます。ただし、県のほうと繰り越しの協議をいたしましたときに、まず、最初

の部分につきましては、繰越承認をいただいた期間でということで５月の末日頃まで、それから、

６月の部分につきましては、今度は県のほうがまだ、この事業といたしましてはメンテナンス事

業という新しい国の事業を使っておりました関係上、繰り越しの内容についてまだ明らかにされ

ていないということで、県が承認できる６か月間、４月から考えまして６か月間は伸ばしてもい

いという、そういう内容でございましたので、９月３０日までの工期延期をさせていただきまし

た。 
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 今回、改めまして、今、町長が申しましたとおりに、来年の３月２２日まで繰り越してもよろ

しいということで承認をいただいておりますので、今回、その手続きをさせていただいたという

ことでございます。 

 工事の内容につきましては、現在のところ、注入工、それから、剝落防止対策、この工事を終

了しておりまして、今、材料を待っております照明機材等の材料を待っておる状況でございます。

この材料につきましても、１１月頃には入荷できるのではないかというめどが立っておりまして、

それから、工事を再開をさせていただいて、照明機器が取り付けられ、終わるのが大体３月

２２日ということで工期をもっているということで御理解を賜りたいというふうに思っていると

ころでございます。 

 以上、詳細説明をさせていただきました。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようです。日程第１７、議案第５３号請負契約の変更につい

て（令和２年度町道唐人屋線唐人屋トンネル補修工事）の質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．議案第５４号 

○議長（安永 友行君）  日程第１８、議案第５４号町有財産無償貸付期間の更新についてを議題

とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第５４号町有財産無償貸付期間の更新についてでござ

います。 

 次により、町有財産の無償貸付期間を更新したいので、地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第９６条第１項の規定に基づき、議会の議決を求める。令和３年９月７日提出、吉賀町

長岩本一巳。 

 １、無償貸付財産、（１）土地、所在、島根県鹿足郡吉賀町七日市８８２番地、その一部でご

ざいます。面積は７６４.２７平方メートル、地目は宅地。（２）建物、所在、島根県鹿足郡吉

賀町七日市８８２番地、構造は軽量鉄骨造スレート葺２階建でございます。延べ床面積は

２５９.７０平方メートルでございます。 

 ２、無償貸付の目的、町の誘致企業であるヨシワ工業株式会社の社員用住宅のための施設とし

て町有財産を貸し付けることにより、誘致企業の組織強化及び経営安定を図ろうとするものであ

ります。 
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 ３、無償貸付の相手方、広島県安芸郡海田町明神町１番４８号、ヨシワ工業株式会社、代表取

締役社長吉野正弘。 

 ４、無償貸付の期間、令和３年９月２０日から１０年間でございます。 

 詳細につきましては、所管いたします総務課長が御説明申し上げますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、議案第５４号町有財産無償貸付期間の更新について説明

を申し上げます。 

 本議案につきましては、現在、ヨシワ工業株式会社へ無償貸付をしております土地と建物につ

きまして、その契約期間が本年９月１９日をもって満了となりますので、その更新を行わせてい

ただきたいというものでございます。 

 参考資料２４ページをお開きいただければと思います。 

 少し見えにくい図面となっております。お許しをいただければと思います。中ほどに斜線で示

しておる部分が３か所あろうかと思います。さらに、その３か所の部分を見ていただきますと、

○Ａ、○Ｂ、○Ｃと、Ａ、Ｂ、Ｃの表記があろうかと思います。今回、ヨシワ工業様に貸し付けている

という物件については○Ｃということでございます。○Ｃの建物、それから、そこを囲む形で太枠で

表示をしておりますけれども、この土地と建物について引き続き貸付を行いたいというものであ

ります。 

 参考までに申し上げますと、○Ｃがヨシワ工業様へ貸し付けている物件、それから、○Ｂについて

はサンハイツよしか、それから、○Ａについては六日市学園のアパートというふうに位置関係を見

ていただければというふうに思います。 

 なお、この物件の貸付についての更新ですけれども、ヨシワ工業様からもそうした御意向を示

された上での今回の提出というところを補足させていただければというふうに思います。 

 以上で説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、以上で提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。ありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようですが、日程第１８、議案第５４号町有財産無償貸付期

間の更新についての質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．議案第５５号 

○議長（安永 友行君）  引き続き、日程第１９、議案第５５号吉賀町情報通信技術を活用した行
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政の推進等に関する条例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第５５号吉賀町情報通信技術を活用した行政の推進等

に関する条例の一部を改正する条例についてでございます。 

 吉賀町情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例（平成１８年吉賀町条例第１号）の

一部を別紙のとおり改正する。令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 詳細につきましては、所管いたします総務課長が御説明申し上げますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、議案第５５号吉賀町情報通信技術を活用した行政の推進

等に関する条例の一部を改正する条例について説明を申し上げたいと思います。 

 参考資料ございまして、２５ページをお開きいただければと思います。 

 今回の改正理由でございますが、引用元となります法律の施行による関係条例の改正というこ

とであります。中身については、用いられております字句の改正というふうに見ていただければ

と思います。 

 それで、引用元の法律でございますが、デジタル社会形成基本法という法律でありまして、こ

の法律において、情報通信の技術というこの表現が、情報通信技術というふうに「の」の文字が

削除されたということであります。これに合わせて条例で用いている表現も改正するという、こ

ういう内容でございます。 

 参考資料２５ページの新旧対照表を見ていただきますと、この条例の関係する部分で申し上げ

ると、第１条、第７条、第８条において、情報通信の技術という、こういう表現が出てまいりま

す。これを情報通信技術という、この表現に改正をするという、こういう内容というものでござ

います。 

 以上で議案第５５号の説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようです。日程第１９、議案第５５号吉賀町情報通信技術を

活用した行政の推進等に関する条例の一部を改正する条例についての質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２０．議案第５６号 

○議長（安永 友行君）  引き続き、日程第２０、議案第５６号吉賀町手数料徴収条例の一部を改
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正する条例についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第５６号吉賀町手数料徴収条例の一部を改正する条例

についてでございます。 

 吉賀町手数料徴収条例（平成１７年吉賀町条例第７０号）の一部を別紙のとおり改正する。令

和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 詳細につきましては、所管いたします税務住民課長が御説明申し上げますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。栩木税務住民課長。 

○税務住民課長（栩木 昭典君）  税務住民課の栩木です。私のほうから、吉賀町手数料徴収条例

の一部を改正する条例について詳細説明をさせていただきます。 

 それでは、条例案と、それから、参考資料のほうを見ていただいて説明をさせていただきます。 

 本議案は、行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用に関する法律の一部改

正によりまして、地方公共団体情報システム機構がマイナンバーカードを発行するものとして明

確化されることに伴い、マイナンバーカードの発行に係る手数料の徴収について、同機構から市

長村長に委託することができることとする規定が盛り込まれました。 

 これにより、これまで本町の手数料条例の規定により徴収しておりました再交付手数料につき

ましては条例の規定が不要になるため、吉賀町手数料徴収条例の一部を改正するものであります。 

 議案及び新旧対照表のほうを見ていただきまして、議案の別表、それから、新旧対照表の別表

のほうの証明等交付手数料の欄で、１１番、個人番号カードの再交付１枚８００円の部分を削除

しまして、その後の番号を１つずつ繰り上げております。 

 以上で条例改正案の詳細説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようです。日程第２０、議案第５６号吉賀町手数料徴収条例

の一部を改正する条例についての質疑は保留をしておきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．議案第５７号 

○議長（安永 友行君）  引き続き、日程第２１、議案第５７号吉賀町興学資金貸与条例の一部を

改正する条例についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 
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○町長（岩本 一巳君）  それでは、続きまして、議案第５７号吉賀町興学資金貸与条例の一部を

改正する条例についてでございます。 

 吉賀町興学資金貸与条例（平成２６年吉賀町条例第３６号）の一部を別紙のとおり改正する。

令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 詳細につきましては、所管いたします総務課長のほうから御説明申し上げますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長よりの詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、議案第５７号吉賀町興学資金貸与条例の一部を改正する

条例について説明を申し上げたいと思います。 

 参考資料２８ページをお開きいただければと思います。 

 最初に改正内容を申し上げておきますと、改正内容については、第２条の資格条件、それから、

第７条の停止条件、これの変更を行いたいというものでございます。 

 新旧対照表の第２条、こちらを見ていただきますと、現行のところ、第２条の第１号に規定し

ております心身ともに健全で修学に耐え得ることができる者、これを削りまして、第２号の吉賀

町に住所を有する者またはその親族である者、これについてはそのまま残し、本文と合体させる

という、こういうことでございます。 

 この改正につきましては、以前、議員からも御指摘を頂戴しておりまして、その後、検討させ

ていただいた結果、今回、提出をさせていただいているものでございます。 

 それから、次に第７条の停止条件のところです。第２号といたしまして、心身の故障のため、

修学の見込みがなくなったと認められるときというこの表現を新たに加えるということでござい

ます。これにつきましては、第２条、ここで先ほど申し上げたような改正を行います。ただ、こ

うした部分についての条文の意図するところを正確に書き表すというようなところから、ここに

この号を加えるという改正を行いたいというものでございます。 

 以上で、議案第５７号の説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようです。日程第２１、議案第５７号吉賀町興学資金貸与条

例の一部を改正する条例についての質疑は保留をしておきます。 

 ここで昼休み休憩とします。休憩します。 

午後０時00分休憩 

……………………………………………………………………………… 
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午後１時00分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、午後の会議を開きます。 

─────────────・────・───────────── 

日程第２２．議案第５８号 

○議長（安永 友行君）  日程第２２、議案第５８号令和３年度吉賀町水道事業会計補正予算（第

１号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、議案第５８号令和３年度吉賀町水道事業会計補正予算（第

１号）でございます。 

 第１条、令和３年度吉賀町水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 第２条、令和３年度吉賀町水道事業会計予算（以下、「予算」という）、第３条に定めた収益

的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 支出でございますが、第１款水道事業費を２億３,５３５万５,０００円に３２万６,０００円

を追加し、２億３,５６８万１,０００円。内訳といたしまして、第１項の営業費用でございます

が、２億１,２３９万６,０００円に３２万６,０００円を追加し、２億１,２７２万２,０００円

でございます。 

 第３条、予算第８条に定めた議会の議決を経なければ流用することのできない経費

１,５８７万１,０００円を１,６１９万７,０００円に改める。 

 令和３年９月７日提出、吉賀町水道事業管理者岩本一巳。 

 １０ページに進んでいただきまして、予算説明書でございますが、今回の補正につきましては、

職員の人件費に係るものでございます。右側のページ中ほどやや下のところに記載をしておりま

すように、職員の通勤手当の変更で１０万６,０００円、さらに共済組合におけます制度改正と

標準報酬月額の変更がございましたので、これに伴うもので２２万円ということで、つごう

３２万６,０００円を増額するものでございます。 

 なお、今申し上げました内容の給与費明細につきましては戻っていただきまして、３ページか

ら６ページのところで添付をしておりますので、御参照いただきたいと思います。 

 以上でございます。どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  本件については詳細説明はありません。 

 提案理由の説明が終わりましたので質疑を許します。質疑はありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、日程第２２、議案第５８号令和３年度吉賀町

水道事業会計補正予算（第１号）の質疑は保留をしておきます。 
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─────────────・────・───────────── 

日程第２３．議案第５９号 

○議長（安永 友行君）  日程第２３、議案第５９号令和３年度吉賀町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第２号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第５９号令和３年度吉賀町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第２号）でございます。 

 令和３年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,３０２万

９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７億６,９８８万５,０００円と

する。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一巳。 

 １ページは、第１表の歳入歳出予算補正でございまして、まず、歳入でございます。 

 款１国民健康保険税、項１国民健康保険税９,８９１万５,０００円に６９万６,０００円を追

加し、９,９６１万１,０００円でございます。款８繰入金、項１他会計繰入金８,５４５万

９,０００円から１６万５,０００円を減じまして、８,５２９万４,０００円。款９繰越金、項

１繰越金１,０００円に１,２４９万８,０００円を追加し、１,２４９万９,０００円。これに伴

います歳入合計は、７億５,６８５万６,０００円に１,３０２万９,０００円を追加し、７億

６,９８８万５,０００円でございます。 

 ２ページは歳出でございます。 

 款１総務費、項１総務管理費３,２６９万６,０００円から１６万５,０００円を減じまして、

３,２５３万１,０００円。款９基金積立金、項１基金積立金６,０００円に１,１００万円を追加

し、１,１００万６,０００円。款１０諸支出金、項１償還金及び還付加算金９７万７,０００円

に３２万８,０００円を追加し、１３０万５,０００円。款１１予備費、項１予備費４１１万

７,０００円に１８８万６,０００円を追加し、５９８万３,０００円。これに伴います歳出合計

は、７億５,６８５万６,０００円に１,３０２万９,０００円を追加いたしまして、７億

６,９８８万５,０００円となるものでございます。 

 ３ページの事項別明細書以降につきましては、所管いたします保健福祉課長が御説明申し上げ

ますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。永田保健福祉課長。 
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○保健福祉課長（永田 英樹君）  失礼いたします。保健福祉課の永田でございます。 

 議案第５９号の国民健康保険事業特別会計の補正予算の詳細説明をさせていただきます。予算

書の６ページをお開きください。 

 款１総務費の一般管理費の００１人件費、こちらにつきましては人件費部分、共済組合の負担

金の減額に伴う措置でございます。 

 それから、６ページ中段から下のところにございます、款１０の諸支出金の償還金でございま

して、県支出金への還付金というものでございます。こちらのほうを３２万８,０００円でござ

いまして、主なものといたしましては、昨年度実施をいたしました健康診断のほう、受診率向上

のための１０分の１０事業でございますけれども、こちらの事業費に県からの交付金を、いわゆ

る事業費が下まわったために、返還が生じたものを今回予算化しておるものでございます。 

 それから、５ページの歳入のほうに戻っていただきたいと思います。 

 こちらにつきまして、款１の国民健康保険税でございます。こちらにつきましては、一般の国

保税でございますけども、６９万６,０００円の増額とさせていただいております。それぞれの

賦課区分ごとに７月に保険税の本算定のほうを行いまして、その結果が予算額を上回ったという

ところがございますので、その増額となる税収が見込まれる部分について増額の補正をさせてい

ただいておるところでございます。それから、款８の繰入金については人件費部分の減額分によ

りまして、一般会計からの繰入れを減額１６万５,０００円させていただいております。それで、

午前中のところにありました款９の繰越金でございます。令和２年度決算によりまして、純繰越

金といたしまして１,２４９万８,０００円、こちらのほうを繰越しということで上げさせていた

だいております。 

 それで、６ページのほうに戻っていただきまして、先ほどの部分から余裕のある財源というと

ころで、令和３年度の今回補正をさせていただきますのが、款９の基金積立金ということで、

００３国民健康保険事業の基金積立金、こちらのほうに１,１００万円ほど積立てをさせていた

だき、残る１８６万６,０００円、こちらにつきましては、款１１の予備費のほうに計上させて

いただくという補正内容となっております。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。１１番、藤升議員。 

○議員（１１番 藤升 正夫君）  今、５ページ歳入のほうでお聞きをいたします。 

 健康保険税のほう、本算定の結果、６３万３,０００円増額になる見込みだということでお聞

きをいたしましたが、県の資料等によりますと、吉賀町の、滞納の割合並びに短期証の交付、こ

の分が近隣のところと比較しまして高い状態にあるということについて、どのような状況になっ
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ているのか、現在、分かる範囲でお聞きをいたします。 

○議長（安永 友行君）  永田課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  近隣の保険者との比較の中でどのような滞納率、あるいはそれ

に伴う短期証などの発行の状況かという御質問であろうかと思います。申し訳ございません、た

だいま、ちょっとその関連資料を持ち合わせてございませんので、また、後日調査させていただ

いて回答させていただきたいと思います。 

 大変申し訳ございません。 

○議長（安永 友行君）  １１番、藤升議員。 

○議員（１１番 藤升 正夫君）  前回、国民保健保険税を引き上げたとき、いわゆる均等割のほ

う、割合が多く上がっていたというふうに記憶をしております。本当に余裕持って払えるかとい

うたら、そうでない世帯が多くなっているというのは、短期証の交付件数が多くなっているとこ

ろに反映しているんじゃないかというふうにも思うんですけれども、そういう部分に対して、よ

そでは一律だと思うんですけども、奥出雲町については、令和３年度に限り１人当たりの、上限

で１万５,０００円の町独自の施策を取ったりとかいうような状況もございますが、計算上はこ

こに示されているように増額になるんですけども、払う側の立場で制度を若干でも見直すとかい

うことを考えるということも大事かというふうに思っての質問ですので、また、詳細については、

後日で結構ですので、御説明をお願いしたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようです。 

 日程第２３、議案第５９号令和３年度吉賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）の

質疑は保留しておきます。 

─────────────・────・───────────── 

日程第２４．議案第６０号 

○議長（安永 友行君）  日程第２４、議案第６０号令和３年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特

別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第６０号令和３年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特

別会計補正予算（第１号）でございます。 

 令和３年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ８０万３,０００円
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を追加し、歳入歳出の予算の総額を、歳入歳出それぞれ２億６,５５２万１,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一己。 

 １ページ第１表の歳入歳出予算補正でございます。まず、歳入でございます。 

 款５繰越金、項１繰越金１,０００円に８０万３,０００円を追加し、８０万４,０００円でご

ざいます。これに伴う歳入合計は２億６,４７１万８,０００円に８０万３,０００円を追加し、

２億６,５５２万１,０００円となるものでございます。 

 続きまして、２ページは歳出でございます。 

 款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高齢者医療広域連合納付金２億６,１８７万

９,０００円に４６万２,０００円を追加し、２億６,２３４万１,０００円。款４予備費、項１予

備費、今回新たに３４万１,０００円を補正いたします。これに伴う歳出合計でございます。

２億６,４７１万８,０００円に８０万３,０００円を追加し、２億６,５５２万１,０００円とな

るものでございます。 

 ３ページの事項別明細書以降につきましては、保健福祉課の課長のほうから御説明申し上げま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  担当課長より詳細説明を求めます。永田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  失礼いたします。 

 議案第６０号の後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算の詳細説明をさせていただきます。 

 予算書のほう、歳出の６ページをお開きいただきたいと思います。 

 歳出、款２後期高齢者医療広域連合納付金でございます。こちらにつきましては、４６万

２,０００円を計上させていただいております。内容につきましては、令和２年度の出納閉鎖期

間に納付されました後期高齢者医療の被保険者の方々の保険料、こちらのほうを広域連合に納め

るための納付金を４６万２,０００円計上させていただいております。 

 それで、５ページの歳入のほうに戻っていただきまして、款５の繰越金でございます。こちら

につきましても、午前中のところで令和２年度の決算によります純繰越金、こちらのほう８０万

３,０００円ほど計上させていただいておりまして、先ほど６ページの歳出のほうで４６万

２,０００円を除いた部分の余剰分３４万１,０００円につきまして、予備費のほうに計上させて

いただいておる内容でございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 質疑を許します。質疑はありませんか。よろしいです。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようです。 

 日程第２４、議案第６０号令和３年度吉賀町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第

１号）の質疑は保留をしておきます。 

─────────────・────・───────────── 

日程第２５．議案第６１号 

○議長（安永 友行君）  日程第２５、議案第６１号令和３年度吉賀町介護保険事業特別会計補正

予算（第２号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第６１号令和３年度吉賀町介護保険事業特別会計補正

予算（第２号）でございます。 

 令和３年度吉賀町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２,９９１万

７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億５,６３９万４,０００円

とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一己。 

 １ページは、第１表歳入歳出予算補正でございます。まず、歳入でございます。 

 款７繰入金、項１他会計繰入金２億２,７６６万４,０００円に３万９,０００円を追加し、

２億２,７７０万３,０００円。款８繰越金、項１繰越金１,０００円に２,９８７万８,０００円

を追加し、２,９８７万９,０００円。これに伴います歳入合計１２億２,６４７万７,０００円に

２,９９１万７,０００円を追加し、１２億５,６３９万４,０００円でございます。 

 ２ページは歳出でございます。款１総務費、項１総務管理費４,９０１万６,０００円に３万

９,０００円を追加し、４,９０５万５,０００円、款４基金積立金、項１基金積立金１,０００円

に１,０００万を追加し、１,０００万１,０００円。款６諸支出金、項１償還金及び還付加算金

１０万２,０００円に１,４８９万８,０００円を追加し、１,５００万円。款７予備費、項１予備

費１,２９０万４,０００円に４９８万円を追加し、１,７８８万４,０００円でございます。これ

に伴います歳出合計１２億２,６４７万７,０００円に２,９９１万７,０００円を追加いたしまし

て、１２億５,６３９万４,０００円となるものでございます。 

 ３ページの事項別明細書以降につきましては、所管いたします保健福祉課長が御説明申し上げ

ますので、よろしくお願いいたします。 
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○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。永田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  それでは、議案第６１号の介護保険事業特別会計補正予算（第

２号）の詳細説明をさせていただきます。 

 歳出、予算書の６ページをお開きいただきたいと思います。 

 款１総務費の一般管理費でございます。こちらにつきましては、職員の共済組合の負担金増額

による補正でございます。それから、６ページ中段から下、款６の諸支出金の償還金でございま

す。００３国県支払基金への返還金ということで、これも午前中の決算のところで説明をさせて

いただきましたが、保険給付費について、施設サービスの給付費の減少等々の影響によりまして、

あらかじめ、国県支払基金のほうから法定負担割合に基づき申請していた部分について、多額の

余剰金が発生をしております。そこの部分の合計が１,４８９万８,０００円ございますので、こ

ちらの返還を予算化をさせていただいておるところでございます。 

 それで、歳入の５ページのほうに戻っていただきまして、款７の一般会計の繰入金、こちらに

ついては職員人件費の部分の繰入金の増額でございまして、その下にあります款８、こちらも令

和２年度の決算に伴う繰越金ということで２,９８７万８,０００円ございますので、こちらのほ

うを繰越金として計上させていただいております。 

 それで、６ページのほうの先ほど、国県支払基金への返還金を除く部分で余剰財源が生じてま

いりますので、令和３年度におきましては、款４の基金積立金ということで介護給付費準備基金

のための積立を１,０００万円行う予算内容となっておりまして、その他発生してまいります余

剰分については、予備費のほうに４９８万円を計上させていただいておるという内容でございま

す。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。いいですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、日程第２５、議案第６１号令和３年度吉賀町

介護保険事業特別会計補正予算（第２号）の質疑は保留をしておきます。 

─────────────・────・───────────── 

日程第２６．議案第６２号 

○議長（安永 友行君）  日程第２６、議案第６２号令和３年度吉賀町小水力発電事業特別会計補

正予算（第１号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第６２号令和３年度吉賀町小水力発電事業特別会計補
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正予算（第１号）でございます。 

 令和３年度吉賀町小水力発電事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１８万５,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６,３７６万７,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一己。 

 １枚めくっていただきまして、第１表歳入歳出予算補正のまず歳入でございます。 

 款４繰越金項１繰越金、１,０００円に１８万５,０００円を追加いたしまして１８万

６,０００円。これに伴います歳入合計は６,３５８万２,０００円に１８万５,０００円を追加し、

６,３７６万７,０００円でございます。 

 次ページは歳出でございます。款１総務費、項１施設管理費４,１８０万１,０００円に

４,０００円を追加いたしまして、４,１８０万５,０００円。款７予備費、項１予備費５０万円

に１８万１,０００円を追加し、６８万１,０００円でございます。これに伴う歳出合計は、

６,３５８万２,０００円に１８万５,０００円を追加し、６,３７６万７,０００円となるもので

ございます。 

 ６ページに進んでいただきまして、ここは歳出の事項別明細でございますが、今回の補正につ

きましては、繰越金処理に併せて人件費の調整をするものでございます。 

 まず、１款総務費、１項施設管理費、目１一般管理費２,１１８万７,０００円に４,０００円

を追加し、２,１１９万１,０００円でございますが、右側にありますように、共済費、一般職の

共済組合負担金の増額でございます。これは、制度改正に伴うものでございますが、それを含め

ました給与費明細につきましては、７ページ、８ページのところで御確認をいただきたいと思い

ます。続きまして、７款予備費、１項予備費、目１予備費でございます。５０万に１８万

１,０００円を加えまして６８万１,０００円でございます。今回の繰越金から人件費に充当いた

しました残りの金額を予備費で予算措置するものでございます。 

 １ページ戻っていただきまして５ページでございますが、歳入でございます。 

 ４款繰越金、１項繰越金、目１繰越金１,０００円に１８万５,０００円で、１８万

６,０００円でございます。純繰越金の処理をするものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  本件については詳細説明はありません。 

 提案理由の説明が終わりましたので、これより質疑を許します。質疑はありませんか。よろし

いです。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。日程第２６、議案第６２号令和３年度吉賀町小水

力発電事業特別会計補正予算（第１号）の質疑は保留をしておきます。 

─────────────・────・───────────── 

日程第２７．議案第６３号 

○議長（安永 友行君）  日程第２７、議案第６３号令和３年度吉賀町下水道事業特別会計補正予

算（第１号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第６３号令和３年度吉賀町下水道事業特別会計補正予

算（第１号）でございます。 

 令和３年度吉賀町下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６２万１,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億８７３万９,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 地方債の補正、第２条、地方債の補正は第５表地方債補正による。 

 令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一己。 

 １枚めくっていただきまして、第１表の歳入歳出予算補正の歳入でございます。 

 款１繰入金、項１他会計繰入金１億１,５６２万６,０００円に７５０万円を追加し、１億

２,３１２万６,０００円。款５繰越金、項１繰越金１,０００円に６２万１,０００円を追加し、

６２万２,０００円。款７町債、項１町債４,９７０万円から７５０万円を減じまして

４,２２０万円でございます。これに伴う歳入合計は、２億８１１万８,０００円に６２万

１,０００円を追加し、２億８７３万９,０００円となるものでございます。 

 ２ページは歳出でございます。款１下水道事業費、項１施設管理費３,７７４万３,０００円に

１２万７,０００円を追加し、３,７８７万円。款２公債費、項１公債費１億４,９７３万

３,０００円で増減はございません。款４予備費、項１予備費、今回新たに４９万４,０００円を

追加するものでございます。これに伴う歳出合計２億８１１万８,０００円に６２万１,０００円

を追加し、２億８７３万９,０００円となるものでございます。 

 ３ページは、第５表の地方債補正でございます。 

 起債の目的、１下水道事業債、限度額の４,９７０万円を４,２２０万円にするものでございま

して、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、補正前後で変更ございません。お読み取

りをいただきたいと思います。 
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 それで、７ページに進んでいただきまして歳出でございます。今回の補正につきましては、繰

越金の処理に併せまして、人件費等財源の調整をするものでございます。 

 １款下水道事業費、２項施設管理費、目１施設管理費で、３,７７４万３,０００円に１２万

７,０００円を追加し、３,７８７万円でございます。内訳といたしましては、右にありますよう

に一般職共済組合負担金でございます。これは、ほかのところでもありましたように制度改正に

伴うものでございまして、これに伴う給与費につきましては、８ページ、９ページのところで御

参照いただきたいと思います。２款公債費、１項公債費でございます。元金、利子合わせて１億

４,９７３万３,０００円、増減なくて同額でございますが、内訳にありますように、今回、地方

債のほうを７５０万円減額いたしまして、一般財源のほうへ振り替えたものでございます。４款

予備費、１項予備費、目１予備費でございます。新たに４９万４,０００円を追加するものでご

ざいます。これは、繰越金のほうから、先ほど申し上げました人件費に充当した残りのところを、

この予備費で予算措置するものでございます。 

 ６ページに戻っていただきまして、歳入でございます。１款繰入金、１項他会計繰入金、目

１一般会計繰入金１億１,５６２万６,０００円に７５０万円を追加し、１億２,３１２万

６,０００円でございます。一般会計からの繰入金でございます。５款繰越金、１項繰越金、目

１繰越金１,０００円に６２万１,０００円を追加し、６２万２,０００円でございます。それか

ら、７款町債、１項町債、目１町債でございますが、これは財源の調整ということでございまし

て、下水道事業債資本費の平準化債を７５０万円減額をするものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  本件についても詳細説明はありません。提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。質疑はありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようです。日程第２７、議案第６３号令和３年度吉賀町下水

道事業特別会計補正予算（第１号）の質疑は保留をしておきます。 

─────────────・────・───────────── 

日程第２８．議案第６４号 

○議長（安永 友行君）  日程第２８、議案第６４号令和３年度吉賀町農業集落排水事業特別会計

補正予算（第２号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第６４号令和３年度吉賀町農業集落排水事業特別会計

補正予算（第２号）でございます。 

 令和３年度吉賀町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 
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 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４７万１,０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７,３４４万４,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一己。 

 １枚めくっていただきまして、第１表の歳入歳出予算補正の、まず歳入でございます。款５繰

越金、項１繰越金１,０００円に４７万１,０００円を追加し、４７万２,０００円。これに伴う

歳入合計は、７,２９７万３,０００円に４７万１,０００円を追加し、７,３４４万４,０００円

となるものでございます。 

 ２ページは歳出でございます。款１農業集落排水事業費、項２施設管理費２,６１５万円に

３１万４,０００円を追加し、２,６４６万円４,０００円。款４予備費、項１予備費、今回新た

に１５万７,０００円を追加いたします。これに伴う歳出合計は、７,２９７万円３,０００円に

４７万１,０００円を追加し、７,３４４万円４,０００円でございます。 

 ６ページに進んでいただきまして、歳出でございます。この補正につきましても、繰越金の処

理に併せまして人件費の調整をするものでございます。１款農業集落排水事業費、２項施設管理

費、目１施設管理費で、２,６１５万円に３１万４,０００円を追加し、２,６４６万４,０００円

とするものでございます。内訳といたしましては、一般職共済組合負担金でありまして、制度改

正に伴うものでございます。３１万４,０００円を追加するものでございます。これに伴います

給与費明細は、７ページ、８ページのところで御確認をいただきたいと思います。４款予備費、

１項予備費、目１予備費、今回新たに１５万７,０００円を追加いたしますが、繰越金のほうか

ら人件費充当した残りを、この予備費で予算措置するものでございます。 

 ５ページに戻っていただきまして、歳入でございます。５款繰越金、１項繰越金、目１繰越金

で１,０００円に対しまして、４７万１,０００円を追加し、４７万２,０００円となるものでご

ざいます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  本件についても詳細説明はありません。 

 ただいま提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、日程第２８、議案第６４号令和３年度吉賀町

農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）の質疑は保留をしておきます。 

─────────────・────・───────────── 
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日程第２９．議案第６５号 

○議長（安永 友行君）  日程第２９、議案第６５号令和３年度吉賀町一般会計補正予算（第

４号）を議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  続きまして、議案第６５号令和３年度吉賀町一般会計補正予算（第

４号）でございます。 

 令和３年度吉賀町一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億２,９２２万

１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７７億３,４２６万１,０００円

とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 地方債の補正、第２条、地方債の補正は第５表地方債補正による。 

 令和３年９月７日提出、吉賀町長岩本一己。 

 １ページは、第１表歳入歳出予算補正の歳入でございます。款１０地方交付税、項１地方交付

税３２億７,８７７万４,０００円に５,９１９万９,０００円を追加し、３３億３,７９７万

３,０００円。款１４国庫支出金、項１国庫補助金５億６５５万９,０００円に４４７万

９,０００円を追加し、５億１,１０３万８,０００円。款１５県支出金、項１県補助金１億

７,５２４万４,０００円に１３７万６,０００円を追加し、１億７,６６２万円。款１６財産収入、

項１財産運用収入５７６万円に２７万８,０００円を追加し、６０３万８,０００円。款１８繰入

金、項２基金繰入金６億４,７５４万１,０００円から８,２１５万１,０００円を減額しまして、

５億６,５３９万円。款１９繰越金、項１繰越金１,０００円に１億３,９７６万６,０００円を追

加し、１億３,９７６万７,０００円。款２０諸収入、項５雑入１億８,６９５万６,０００円に

１６１万９,０００円を追加しまして、１億８,８５７万５,０００円。款２１町債、項１町債

１２億１,００２万円に４６５万５,０００円を追加し、１２億１,４６７万５,０００円。これに

伴います歳入合計７６億５０４万円に１億２,９２２万１,０００円を追加いたしまして、７７億

３,４２６万１,０００円でございます。 

 続きまして、歳出でございます。款１議会費、項１議会費７,１１１万円に６万３,０００円を

追加し、７,１１７万３,０００円。款２総務費、項１総務管理費９億５,８７７万１,０００円に

８０４万７,０００円を追加し、９億６,６８１万８,０００円。２、徴税費５,７６８万

３,０００円に２３万２,０００円を追加し、５,７９１万５,０００円。３、戸籍住民基本台帳費

２,０２３万円に６４０万５,０００円を追加し、２,６６３万５,０００円。款３民生費、項１社
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会福祉費１１億８９３万９,０００円に２１４万５,０００円を追加し、１１億１,１０８万

４,０００円。２、児童福祉費５億１,４７６万３,０００円に７８５万６,０００円を追加し、

５億２,２６１万９,０００円。３、生活保護費７,５０３万２,０００円に４３５万１,０００円

を追加し、７,９３８万３,０００円。款４衛生費、項１保健衛生費４億７７８万９,０００円に

３,６０９万円を追加し、４億４,３８７万９,０００円。２、清掃費２億１,３７０万円に４２万

９,０００円を追加し、２億１,４１２万９,０００円。款６農林水産業費、項１農業費６億

２,０３６万９,０００円に６８３万円を追加し、６億２,７１９万９,０００円。２、林業費１億

５,６８７万１,０００円から３９３万６,０００円減じまして、１億５,２９３万５,０００円。

款７商工費、項１商工費４億８,４６１万２,０００円から１４２万２,０００円を減じまして、

４億８,３１９万円。款８土木費、項１土木管理費１億９,１８６万６,０００円に７５０万

７,０００円を追加し、１億９,９３７万３,０００円。款９消防費、項１消防費５億５,８４０万

９,０００円から２８６万９,０００円を減じまして、５億５,５５４万円。款１０教育費、項

１教育総務費２億９,７９９万９,０００円から２８万７,０００円を減じまして、２億

９,７７１万２,０００円。３、中学校費４,８１６万７,０００円から１３９万１,０００円減じ

まして、４,６７７万６,０００円。４、社会教育費１億５,７５７万１,０００円に３８万

１,０００円を追加いたしまして、１億５,７９５万２,０００円。３ページになりますが、項

５の保健体育費７,５４５万３,０００円に８５万４,０００円を追加し、７,６３０万

７,０００円。款１２公債費、項１公債費８億２,９２８万５,０００円に５,７９３万

６,０００円を追加し、８億８,７２２万１,０００円。これに伴います歳出合計は７６億

５,００４万円に１億２,９２２万１,０００円を追加し、７７億３,４２６万１,０００円となる

ものでございます。 

 ４ページは、第５表の地方債補正でございます。 

  起債の目的、１臨時財政対策債、限度額補正前の１億２,９５２万円を１億３,４１７万

５,０００円とするものでございまして、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、補正

前後で変更ございません。お読み取りをいただきたいと思います。 

 ５ページの事項別明細書以降につきましては、所管いたします総務課長のほうから御説明申し

上げますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、議案第６５号令和３年度吉賀町一般会計補正予算（第

４号）について説明を申し上げます。 

 予算書につきましては、進んでいただきまして２３ページをお開きいただければと思います。

それから参考資料もございます。参考資料については２９ページをお開きください。 
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 先に、参考資料２９ページを見ていただきますと、ここで、今回の補正に関して総括的な内容

について、先に申し上げておきたいと思います。資料２９ページに書いてありますとおり、新型

コロナウイルス感染症拡大の影響による事業見直しということで、特に、この感染症拡大の影響

により中止が決定している大会やイベント、会議、事業等、そうしたものの見直しを行い、今回、

それを反映させているということでございます。 

 その内訳については、そこの下に表しているとおりでありまして、２９ページの下ですけれど

も、主な見直し事業ということで、幾つかここに記載をしておるところであります。後ほど説明

の中で出てまいりますので、併せて御確認をいただければというふうに思います。 

 それでは、予算書に移りまして、２３ページからというところですけれども、給与費明細書で

ございます。 

 ２３ページの上段です。１特別職というところで、この表の比較の欄見ていただきますと、共

済費のところに８万９,０００円が金額があるかと思います。これは、先ほど来特別会計等で説

明がなされておりますけれども、制度改正に伴うところでの予算計上でございます。 

 同様に、その下の２一般職の表においても共済費のところに数字が出てくる、比較の欄に数字

が出てまいりますが、制度改正に伴うものというところで見ていただければと思います。 

 それから一般職の（１）総括の表の比較の欄、給与費の報酬ですけれども、２１６万円の予算

計上がしてございます。これは後ほど出てまいりますが、予防接種費のところで、会計年度任用

職員の報酬部分というところを表しておるというところでございます。 

 以降、職員手当等明細については２３ページ、２４ページ、２５ページの上段にわたって記載

をしておりますので、御読み取りをいただければというふうに思います。 

 それでは歳出予算から説明をさらに進めてまいります。戻っていただきまして、１０ページで

す。予算書１０ページを御覧ください。 

 中ほどからです。総務費、総務管理費、１一般管理費、００３人事管理事業費でございます。

ここに業務運営関係委託料１３２万円の予算計上があるかと思います。この内容につきましては、

令和５年４月１日から地方公務員においても定年延長制度が導入されるということでありまして、

それに伴う例規等の整備を行う必要があるということで、それの支援業務を委託をさせていただ

きたいという、こういう内容でございます。 

 それから、予算書の１０ページの下ですけれども、５財産管理費、００３庁舎維持管理費、維

持管理工事費として９６万８,０００円の減額がしてございます。これについては、本庁舎のエ

レベーターについておりますエレベーターの戸ですけれども、ここの開閉の際の保護装置を付け

るべく、実は当初予算に計上させていただいておったところなんですが、その後の、またその他

の点検で幾つかの指摘事項が出てまいりまして、一旦この予算については取下げさせていただい
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て、今指摘していただいておる部分も含めて、また来年度以降のところで実施をしてまいりたい

という、こういう内容になっております。 

 それでは予算書は１１ページに進んでください。 

 上から電算管理費に入っておりまして、００７番号法関連システム運営管理費、システム改修

委託料として６２０万円の予算計上があるかと思います。内容につきましては、健康診断結果、

これについて一元的に利活用するためのシステムを構築する必要がございまして、それのシステ

ム改修の委託料というところであります。この部分については、後ほど歳入のところでも出てま

いりますので、また説明をしたいと思います。 

 それからその下にまいりまして、１２まちづくり対策費、００２町民文化祭事業費、総額で

１１５万１,０００円の減額でございます。内容につきましては、きん祭みん祭農業文化祭、こ

れについては、その実施方法について変更しておりますので、その部分で不要となった額の減額

という内容でございます。 

 それから下がっていただきまして、１３定住推進費であります。 

 まず、総務課の００２定住推進費、社会福祉士等修学資金貸付金７３万円の増額であります。

これについては、当初見込みを超えるいわゆる申請があったというところもありまして、その部

分について増額をさせていただくというところであります。 

 それからその下の企画課の００２定住推進費です。５８万８,０００円の減額ですけれども、

これについてはコロナウイルスの影響により、いわゆるＵＩターンフェア等が中止になったり、

あるいはやり方、実施方法が変更になったりというところからの不要部分の減額というところで

ございます。 

 それから次に進んでいただきまして、１２ページに移ってください。 

 １４生活安全対策費、００２生活安全対策費、老朽危険空家除却支援事業補助金２４０万円、

これについては、１軒当たり上限額を１２０万円ということで２軒分の予算計上でございます。 

 この内容については、これまで、近いところでは３月の定例会等でも空家対策について説明を

させていただきながら、予算計上について、９月を目途に行うというようなことで進めてきたと

ころを説明しておるかと思います。その部分での予算計上であります。 

 それでは次のページに進んでいただきまして、１３ページに移ります。 

 中ほどからです。民生費、社会福祉費です。３高齢者福祉施設費です。００２老人福祉セン

ター管理費２０４万８,０００円の予算計上がしてあるかと思います。これについては、はとの

湯荘に係る費用でございます。上の指定管理料５５万７,０００円についてはコロナによる影響

額の部分、それからその下の補修工事費ですけれども、雨漏りの修繕が主なものというところで

見ていただければと思います。 
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 その下です。４障がい者福祉費です。この部分につきましては、令和２年度の実績額の確定に

よる予算計上というところで見ていただければと思います。 

 次のページにまいります。 

 中ほど、民生費、児童福祉費、１児童福祉総務費、それからその下の２保育所費であります。

これらについては、それぞれ令和２年度の実績額の確定による予算計上というところでお読み取

りください。 

 それから１４ページ、一番下ですけれども、民生費、生活保護費、１生活保護総務費、これに

ついても令和２年度の実績額の確定による予算計上というところでございます。 

 １５ページに進んでいただきまして、衛生費、保健衛生費、１保健衛生総務費です。００５地

域医療対策費、地域医療確保緊急対策事業補助金ということで３,７２０万円の予算計上がして

ございます。これにつきましては、新型コロナウイルス感染症対応による医療体制確保のための

公的病院に対する特別交付税措置の拡充という、こういうことでございまして、この改定内容で

すけれども、いわゆる単価の改定がなされまして、その部分を増額して予算計上させていただい

ているという、こういう内容であります。 

 それからその下です。２母子衛生費のところ、これについては実績額の確定による予算計上で

ございます。 

 それからその下の３予防費、００３予防接種費であります。増額あるいは減額がしてございま

すけれども、これ文字どおりコロナウイルス感染症のワクチン接種に係る部分でありまして、会

計年度任用職員の報酬部分、消耗品、あるいは検診委託料、それから船車賃借料ということで、

それぞれ減額してありますけれども、内容につきましてはワクチン接種について、いわゆる途中

から集団接種に切り替えたというような状況がございますので、そうしたところで不要となった

予算については減額をさせていただくというものでございます。 

 それから同じ１５ページの一番下です。０１０感染症対策事業費、業務運営関係委託料という

ことで２８０万円の予算計上があるかと思います。この内容については、先月、８月３１日の全

員協議会で御説明を申し上げました新型コロナウイルス感染症に係る自宅療養者に対する生活支

援、これについて保健福祉課のほうが説明を申し上げましたけれども、事業委託先としては社会

福祉協議会という内容で御説明をしたところです。その部分の予算計上というところで見ていた

だければと思います。 

 それから、次の１６ページに進んでいただきまして、５環境衛生費、００２環境衛生総務費で

す。簡易給水施設整備事業費補助金ということで、これは文字どおり、この補助金について申請

が１件ございまして、その部分の予算計上というところでございます。 

 それから中ほど、衛生費、清掃費、２ごみ処理費、００３可燃物処理事業費、機械器具費とし



- 60 - 

て４２万９,０００円、これについてはごみ収集ボックス、現在のところ、当初の設置数を上回

る状況が今ありまして、台数追加して購入をしたいという、こういう内容であります。 

 それから次、１６ページの下ですけれども、農林水産業費、農業費、３農業振興費、００６日

本型直接支払交付金事業費、環境保全型農業直接支払交付金１０３万５,０００円の予算計上、

これについては取り組まれる方、それからその取り組みをされる面積、そうしたものの増加が見

込まれますので、その部分についての予算計上でございます。 

 それから次の１７ページに進んで、右上ですけれども、００７新規就農者育成確保事業費、新

規就農者支援事業費補助金６０万円の予算計上、これについては下半期さらに新たに１名、この

補助対象者がある見込みというところで予算計上させていただいております。 

 それからその下です。４農業振興施設費、００３農業振興施設管理費、指定管理料４２万

８,０００円であります。施設は道の駅かきのきむらでございまして、これもいわゆるコロナの

影響額部分を計上しているというところであります。 

 それからその下、６農地費、００７農村地域防災減災事業費、解体撤去工事費として３５０万

円の予算計上をしてございます。内容ですけれども、現在坂折のため池廃止工事を進めておると

ころでございます。これに関連いたしまして、排水路の整備が必要となった部分が発生いたしま

した。その部分に係る費用を今回計上させていただいているというところであります。 

 それから予算書１７ページの一番下です。農林水産業費、林業費、１林業総務費、００３鳥獣

被害対策費であります。次の１８ページに進んで右上のところであります。ハンター保険補助金

から４つの補助金がここに書いてあるかと思いますけれども、これにつきましては、予算の組み

替えを行いたいというものであります。この補助制度が今４つに分かれておりますけれども、こ

れをひとまとめにした制度にするという、こういう考え方でございまして、予算的には組み替え

ですからゼロ円という、こういうことになっております。 

 それから予算書１８ページの中ほどです。 

 商工費、商工費、２観光費です。００３観光施設管理費、まず修繕料として１３５万円の予算

計上があるかと思います。内容につきましては、深谷公園のちょうど橋のところに駐車場も兼ね

たそうした施設がございますけれども、そうした部分についての除草、あるいは伐採、そうした

整備を行いたいというこういう内容のもの、それから水源会館、こちらから水源会館のほうに行

きますと、ちょうど水源会館を通り過ぎて左に９０度に曲がるというところがあるかと思います

けれども、そこにあります植栽が大分伸びていまして、その部分について見通しが悪いというよ

うなことから、そこについて整備を行いたいということであります。深谷公園のそうした整備、

それから水源会館の整備、そうした内容での予算計上であります。 

 その下の指定管理料２５万４,０００円、これについては、施設はむいかいち温泉ゆ・ら・ら
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でありまして、コロナの影響によるものというふうに見ていただければと思います。 

 それからその下の施設設備改修委託料です。２７万……。 

 大変失礼いたしました。先ほど指定管理料２５万４,０００円、これを施設をゆ・ら・らと申

し上げました。訂正をさせていただきます。これはログハウスに関係するものということです。

施設はログハウスというところで訂正させていただきます。大変失礼いたしました。 

 それからその下です。施設設備改修委託料です。２７万４,０００円。これについては、これ

は施設についてはゆ・ら・らでございまして、施設内にあります券売機でありますが、新しい

５００円硬貨に対応しなければなりません。そのために修繕を行う必要がありますので、その費

用を計上しておるというところです。 

 それからその下の柿木地域振興室の００２観光振興対策費であります。これについては、ふる

さと夏まつりの中止に伴うものということで、減額をさせていただいております。 

 それから次のページに進んでいただきまして、１９ページで、中段から下にいっていただいて、

消防費、消防費、１常備消防費です。００３常備消防費、益田地区広域市町村圏事務組合設備整

備負担金２２１万３,０００円。この内容につきましては資料がございまして、参考資料

３０ページを見ていただければと思います。予算の内容といたしましては、資料３０ページにあ

る搬送用アイソレーターというこういう設備を益田広域消防本部において導入をするという、こ

ういう内容です。それに係る費用、吉賀町の負担部分を今回予算計上させていただいておるとい

うことです。 

 ３０ページの資料については、これはここの六日市分遣所に配備している救急車にはもう既に

このアイソレーターが装備されておりまして、そのほかのところの救急車に配備をしていくとい

う、こういう内容のものでございます。 

 それでは予算書戻っていただきまして、１９ページの下ですけれども、２非常備消防費であり

ます。ここに幾らか減額がそれぞれしてありますけれども、主には消防の操法大会の中止、そう

したものによる不用額の減額というところで見ていただければと思います。 

 次に進んでいただきまして、２０ページです。 

 中ほどになりますけれども、教育費、教育総務費、３学校給食費です。００２学校給食総務費

補償金１９万９,０００円。これについては、５月の臨時休校に伴う給食用の物資、急遽キャン

セルというような事態ともなりまして、その部分のキャンセル料という、こういう内容で見てい

ただければと思います。 

 それからその下にまいりまして、教育費、中学校費、１中学校管理費、００３中学校事務局管

理費、中学校修学旅行補助金６３万７,０００円の減額。これについては、修学旅行については

宿泊旅行が日帰り旅行に変更になったというようなところから、不要部分の減額でございます。 
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 それからその下の２中学校教育振興費、００２中学校教育振興費、消耗品で７５万

４,０００円の減額であります。内容については、ＡＥＤのハートセーバーコース受講のための

費用ということで、救命講習を中学生が行うという、こういう予定にしておりましたけれども、

これが中止になった関係で不用額を減額するというものでございます。 

 それから次のページに行っていただきまして、予算書には２１ページに入ります。 

 ２１ページの中ほどです。教育費、保健体育費、１保健体育総務費、００３保健体育施設費と

いうところで、指定管理料７３万３,０００円の計上がしてございます。これについては、グラ

ウンドゴルフ場等のいわゆるコロナの影響額というところでの予算計上でございます。 

 それでは２１ページの下です。 

 公債費、公債費、１元金、００３長期債元金、町債償還元金ということで、これは文字どおり

繰上償還のための予算計上。 

 それから、その下の２利子、００３長期債利子、これについては金額の確定によるものという

ところで読み取りをください。 

 それでは、戻っていただきまして歳入でございます。７ページです。 

○議長（安永 友行君）  ちょっと時間がたちましたので、歳入は後ほどにして、ここで休憩しま

す。１０分間休憩します。 

午後２時13分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時24分再開 

○議長（安永 友行君）  それでは、休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 一般会計の補正についての説明が中途で置いてあります。引き続き説明を行います。野村総務

課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、歳入予算について説明をさせていただきます。 

 予算書は７ページをお開きいただければと思います。 

 まず上からです。地方交付税、地方交付税、１地方交付税、まず普通交付税として

２,９４３万９,０００円の予算計上してございます。今回補正にかかる財源調整というところで

お読み取りをください。それからその下の特別交付税２,９７６万円、これにつきましては、先

ほど歳出のところで申し上げました保健衛生総務費の地域医療対策費、地域医療確保緊急対策事

業補助金というところ、そこで説明申し上げましたけれども、その内容がこの部分というところ

で見ていただければというふうに思います。先ほども申し上げましたけれども、いわゆる１病床

当たりの単価これらについて増額改定があったことによるものというものでございます。 

 それから下にいっていただけると、見ていただきまして、国庫支出金、国庫補助金、１総務費
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国庫補助金、まず新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金６８５万４,０００円でご

ざいます。この内容につきましては、今回施設の指定管理料、それから自宅療養者に対する生活

支援、それから広域消防への負担金、そうしたものがこの中に含まれてくるというところでお読

み取りをいただければと思います。 

 それから、その下の空き家対策総合支援事業補助金１２０万円でございます。これは歳出のと

ころで空き家の除却費用の補助制度を創設するというような話をしましたけれども、その財源と

なるところ、国が２分の１というところでお読み取りをいただければと思います。 

 それから、その下の３衛生費国庫補助金であります。新型コロナウイルスワクチン接種体制確

保等事業費補助金であります。これは、予防費の予防接種費のところで歳出については説明を申

し上げました、それにあたるところでの予算、歳入予算というところで見ていただければと思い

ます。 

 それから、その下の健診結果等の様式の標準化整備事業補助金、それから健診情報連携システ

ム整備事業補助金、この２つについては、歳出でいいますと電算管理費で説明を申し上げました

番号法関連システム運営管理費における、内容的には健康診断結果の一元的活用という表現を用

いましたけれども、そこの財源となる部分というとことで見ていただければと思います。 

 それから、その下にいっていただいて、県支出金、県補助金、１総務費県補助金、老朽危険空

き家除却支援事業補助金６０万円、これについては、県の補助でございまして、県の４分の１部

分をここに予算計上をしているというところであります。 

 それからその下、５農林水産業費補助金、環境保全型農業直接支払交付金、これは先ほど歳出

で農業振興費の中で説明を申し上げたところの財源となるところで見ていただければと思います。 

 それから、予算書７ページの一番下ですけれども、財産収入、財産運用収入、１財産貸付収入、

普通財産貸付収入として２７万８,０００円の予算計上がしてございます。内容につきましては、

旧柿木中学校ここの敷地の賃貸料というところで見ていただければと思います。 

 次のページに移っていただきまして、８ページです。 

 中ほどからですけれども、繰入金、基金繰入金、１財政調整基金繰入金です。これについては、

今回の決算等から繰越金を今回積み戻すというものであります。 

 それから、その下の２減債基金繰入金です。これは、繰上償還原資として今回予算計上してい

るというもの。 

 それから、その下の４ふるさと応援基金繰入金、５まちづくり基金繰入金、これについては財

源調整というところでお読み取りをください。 

 それから、その下の繰越金、繰越金、１繰越金、純繰越金１億３,９７６万６,０００円、これ

については、金額の確定による予算計上というところで見ていただければと思います。 
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 その次にめくっていただきまして９ページです。 

 町債、町債、１５臨時財政対策債です。この予算計上についても、金額の確定による予算計上

というところでお読み取りをいただければというふうに思います。 

 以上で、説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。これより質疑を許し

ます。質疑はありませんか。１１番、藤升議員。 

○議員（１１番 藤升 正夫君）  １６ページの一番上、予防費の感染症対策事業費で業務運営関

係委託料として２８０万円で、これ８月３１日にありました全員協議会の中でも、新型コロナウ

イルス感染自宅療養者等生活支援事業案として出されておるものですが、自宅療養に入るまでに

というか、できるだけ自宅療養にならないように県も努力しているとは思うんですが、現状にお

いて、県が新たに宿泊施設の確保をするとか、医療体制上、感染者の入ることのできる病院等の

ベッドの確保、そういうものがこの間どのようになってきているか。といいますのは、今これよ

く東京なんかの情報として自宅療養にかかった人が家庭内感染を起こしているということもあり

ますので、可能な限り自宅療養における感染を防ぐという趣旨から、まず県の状況、そしてもう

一つ、吉賀町でそういう自宅療養しなければならないというようなふうになったときに、どうい

う人たちがその対象になり得るのか。これも保健所が全部仕切ることになるとは思いますが、今

持っておられる情報の中で、その点について説明をしてください。 

○議長（安永 友行君）  永田保健福祉課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  ただいまの御質問にお答えをいたします。 

 まず県の自宅療養に向けた状況でございますけれども、８月１８日、全協のときにも申し上げ

ましたけれども、あの時点でいわゆる第５波の感染については、まだピークが見えないという状

況の中で、病床の余裕的なところから考えると、もう第４段階を超えているというような非常に

危機的な状況であるという説明でございました。 

 そういった中で県といたしましては、これまで感染を確認された方について、全て原則入院と

いう方針で臨んでおりましたけれども、それを実行いたしますと、いわゆる通常の医療の一般病

床の確保でありますとか手術、そういったところへの通常の医療の提供ができないというふうな

ところで、今回自宅療養のほうへ方針転換をしてきたというところでございます。 

 基本的には、全ての方が自宅療養になるというものではなくて、判定については、まず感染が

確認された後に医療機関と保健所のほうが連携をして、まず感染者の方のメディカルチェックを

するというところで、そのメディカルチェックの部分と、あとは家庭的なところの状況がどうか

というところで、先ほどありましたとおり、自宅療養するけれども、またそれが家庭内感染につ

ながってはいけないというところで、基本的に家の中でゾーニング、例えば離れがあるとか、そ
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ういったところがあれば自宅療養も可能であろうかと思いますが、通常家族がおられるところで

の一軒家の中でのゾーニングというようなところは、トイレであったり風呂場であったり共用部

分がございますので、そこについてゾーニングするというのは難しいという判断されるのではな

いかというふうに思っています。 

 そういった方々を対象といたしまして、じゃあ入院以外どういった手があるかといいますと、

いわゆる宿泊療養というところで、今現在８月１８日の状況ですけれども、県においては

１３３の宿泊療養所、県内であります、近くで言いますと江津の少年自然の家などを宿泊療養所

ということで活用していくと。自宅療養ができない方については、基本的にそういったところに

入って療養していただくというような流れになるのかなというふうに思っております。 

 吉賀町の場合どうかというところ、ちょっと関連させて説明させてただきますと、基本的に自

宅療養が可能なという判断をなさるのが、まず基本的に６５歳以上の方については、自宅療養は

ないというふうに、基準としては伺っています。それからあとは、呼吸器系とかに、６５歳以下

の方でもいわゆる基礎疾患がある方については、自宅療養という選択肢からは除外されるのでは

ないかというようなところと、あとはその方の症状ですよね、そういった部分がないにしても、

例えば息苦しさであるとか、あるいは血中の酸素飽和度が測定をした結果、基準値を下回ってい

るとか、そういったいろいろな条件がございまして、その条件を踏まえた上で医療機関または保

健所、県のほうが自宅療養されるのか宿泊所に行かれるのか、あるいは入院治療になるのかとい

うようなところ判断をされていくというふうに先般の説明会の中では、県からの説明があったと

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  １１番、藤升議員。 

○議員（１１番 藤升 正夫君）  ありがとうございます。今の御説明でいきますと、自宅療養に

ならないと思われるという話ですが、６５歳以上の方また基礎疾患がある、それから症状がある

のはもちろんですが、実際にはゾーニング完全に分けて生活できるようなところというのは、極

めて少ない中で、こうやって準備をされるわけですけども、まずは、先ほど１３３の宿泊療養施

設ということで言われましたけども、町からもそういう宿泊療養施設の拡大について、積極的に、

県も一生懸命やっているというふうに私も理解するんですが、それでもなおかつ県のほうに頑張

ってもらうそういうことをしないと、自宅療養でわずかでも家庭内感染が起こるという可能性が

あるところは、自宅療養の対象にしないというぐらいの体制を本気にどうつくるかいうところ、

改めて県にもそこら辺のはっきりとしていただく。 

 それから、先ほどの説明でも、こうだと言い切りでは、なかったので、もう６５歳以上の人は

自宅療養の対象にはなりませんと、そういう言い切りをぜひ県のほうにはっきりと言ってもらう
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ということはできるのか、その点お聞きします。 

○議長（安永 友行君）  永田課長。 

○保健福祉課長（永田 英樹君）  基本的に自宅療養か入院かの部分の基準については、県が、今

ちょっとあれですが明確に６５歳以上の方については除外をするという形で記載はしたぺーパー

が資料として提供がされておりますので、それとあと基礎疾患のあるなし、それから血中酸素濃

度の関係、そういった部分については、基準として県が定めておりますので、それに基づいた判

断を医療機関とともにされて決定をされるというふうに思っておりますので、その辺のところは

明確になっているというふうに考えておるところでございます。 

 それから、家庭内感染を防いでいくというようなところで、今そのような形で対応しておりま

す。なかなか難しい部分もあるんですけれども、吉賀町をはじめ、近隣市町のところにおきまし

ても、保健所のほうから必要な情報提供なり協力要請なり、明確なものが出ましたら、我々も感

染拡大を防止していく、また療養を支援していくというようなところ、そういった思いを持って

県と一緒になってやっていこうという思いはあろうかというふうに思っております。吉賀町につ

いてもそういった思いをもっておりますので、今後そういった県の確保した宿泊療養所、不足す

る部分、例えばそれぞれの市町に対して、そういった該当できる活用できるような施設がないだ

ろうかというようなところもありましたら、その部分については、町といたしましても様々な今

の町有施設が使えないかというようなところも改めて検討し、そういった感染拡大に向けた療養

体制ができるように、県とあるいは医療機関と圏域一体となって進めていきたいなというふうに

考えているところでございます。 

○議長（安永 友行君）  ６番、大多和議員。 

○議員（６番 大多和安一君）  私は１３ページの高齢者福祉施設、００２で老人福祉センター管

理費補修工事費で１４９万１,０００円ですか。あとはとの湯荘の補修工事費だと説明がありま

したが、ここのところ、何年も何年もはとの湯荘の改修工事費ですとか、維持修理費ということ

で、何回も予算が計上されております。レジオネラ菌が出たときもそうですが、この際だから、

今、はとの湯荘がある地域には、町の施設いろいろあるんですよね、特別養護老人ホームのとび

のこ苑とか、そういう老人関係の施設とか。それから、公民館ですか、それと今の施設の隣に何

か木造の施設とかいろいろあるんですが、この際だから、あっさりとそういうことがないように、

新しく総合的な老人の福祉施設を建設したらいかがですか。そうすると指定管理者も毎回、毎回、

「ああここがめげたんだ、あそこがめげた」いうてやるよりもいいじゃないですか。もう少し、

柿木のあの地区を老人の福祉がきちんとできるような施設が総合的にできるというような施設と

いうものを構想はできないものなんでしょうか、町長いかがですか。 

○議長（安永 友行君）  岩本町長。 
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○町長（岩本 一巳君）  これは、これまで全員協議会でもいろいろ報告をさせていただきました

が、そもそもの話をすると、柿木地区にあります公共施設のあり方を検討させていただいて、な

かなか難しい問題があるのでということで、その検討会議では結論が出ずに、結局ほかの施設も

そうでございますが、総合管理計画の中の個別施設計画の中で考えていこうということで、今筋

道ができておりますので、そちらのほうで、まずは検討させていただくということになろうかと

思います。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。３番、桜下議員。 

○議員（３番 桜下 善博君）  ２１ページの真ん中にあります００３指定管理料ですが、先ほど

グランドゴルフ場の分というふうに説明がありましたが、あそこにゴルフの打ちっぱなしがある

んですが、ここもコロナ関係で随分休業しておりましたが、ゴルフの打ちっぱなしの分について

は、対象になるんでしょうか、どうでしょうか。 

○議長（安永 友行君）  大庭教育次長。 

○教育次長（大庭 克彦君）  失礼いたします。２１ページの中段の保健体育費の指定管理料のコ

ロナの影響額について、対象となる施設は、大野原の運動交流広場とそれからスポーツ公園、そ

れから真田グラウンド、この施設になります。大野原運動交流広場の中にゴルフの練習場とかそ

ういったものが含まれるということでございます。 

○議長（安永 友行君）  １１番、藤升議員。 

○議員（１１番 藤升 正夫君）  １７ページの農地費で坂折の排水路の整備として、解体撤去工

事費として３５０万円上がっておりますが、詳細の説明をお願いします。 

○議長（安永 友行君）  早川建設水道課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  それでは、解体撤去工事費ということで３５０万円を計上させ

ていただいております。詳細工事の内容につきましては、坂折池の解体工事で、ちょっと総務課

長のほうから排水路というふうに説明がございましたけれども、仮設工につきまして、排水に係

る費用が増加をいたしました。これは県道の排水溝がそこでつながっているという関係、山から

の水が出ますので、これは思った以上にございました。坂折池の背面の山からというよりも道路

部分からといいましょうか、そういった部分はトンネルのほうもございまして、そういった部分

で、常時排水しなければなかなか開削ができないということがございました。そういった部分に

不測の金額、水替工がかかってしまったということで、３５０万円の計上させていただいたとい

う内容でございます。 

○議長（安永 友行君）  １１番、藤升議員。 

○議員（１１番 藤升 正夫君）  今の御説明ですけども、今の工事現場のほうに入る水量が非常

に多くと、それの排水をするのに費用はかかったというふうにお聞きをいたしました。この場所
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におきましては、もともと山のほうに上がる道もあったということですが、そもそも前よりも幅

の狭い、床版１枚ということで、以前は小さい車も通れたというふうにはお聞きをしていますけ

ども、そのような状況になっているわけですけども、もともと関係者等との十分な協議がされて

いれば、今の水が入るということについての情報も十分キャッチできたんではないかというふう

に思いますが、そういう情報というのは、最初の設計段階から得られることはなかったのか、そ

の点お聞きします。 

○議長（安永 友行君）  早川課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  お答えをさせていただいたと思います。 

 実際のところ、地元の地権者の方、池の背面の山の地権者の方から、もともと坂折池を止めて

いる土手自体を赤道として設定がされて、その部分を通って背面の山に入られていたということ

でございました。大変御指摘のとおり、事前のところでの調べがついておりましたら、そういっ

た部分についても地権者の方と詳しく協議ができたんじゃないかというふうに思っておりますけ

れども、実際工事をやって、その開削のところで、実は地元の方から山に行けなくなるというそ

ういった情報が寄せられました。こちらとしましても、大変申しわけなかったんですけども、そ

れにつきましては対策を考えるということで御理解をいただきまして、現在のところでは、地元

の方についても御理解をいただいているということでございますけれども、今回の水の部分につ

きましては、山からということでしたらそういった部分もあったんでございましょうが、今回の

部分については、どうしても県道のほうから多く入ってきているということで、これは切れるこ

とがなく、また雨が多かったということで、結構な水替えがかかってしまったということで、や

むを得ずこうした仮設工の増額をさせていただきたいということでの内容でございます。繰り返

しになりますけども、地権者の方からは要望を伺いまして、それに対する対応ができるようにこ

ちらとしても検討しており、またそのようにできるように頑張っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  １１番、藤升議員。 

○議員（１１番 藤升 正夫君）  現地は、前のトンネルですよね、あっちからと今の国道のとこ

ろの交差点付近に土嚢を積んだりをして水が出るということについては、現地を見れば大体、言

い方悪いんですけども、想定される、その水がどこへ行くかというのも、ほぼほぼ感覚的に分か

るんじゃないかという場所でもあったと思うんですが、そういうもっと設計する時点で、周りの

環境の把握を丁寧に職員の方にしていただくということについては、今後の中でできるのか、そ

の点をお聞きします。 

○議長（安永 友行君）  早川課長。 

○建設水道課長（早川 貢一君）  御指摘のとおりだと思っております。現地の状況等きちんと確
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認をして、コンサルの報告に任せるのではなくて、やはりきちんとした協議があれば、やはり

我々もきちんと見ておけば、こういったことも回避できたのかなと思っております。ただ、少な

くともこれだけの常時替えないといけないほどの水がずっとあるということは、ちょっと認識に

なかったもんですから、そういった部分が、やはり後手に回ってしまったということで、こうい

った形になってしまったということは、大変申しわけなかったと思います。今後はこういった教

訓を生かしまして、きちんと現場が見られるように、職員とも考え方を一つにしていきたいとい

うふうに考えておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようです。 

 日程第２９、議案第６５号令和３年度吉賀町一般会計補正予算（第４号）の質疑は保留をして

おきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第３０．同意第１３号 

日程第３１．同意第１４号 

○議長（安永 友行君）  日程第３０、同意第１３号吉賀町教育委員会委員の任命同意について及

び日程第３１、同意第１４号吉賀町教育委員会委員の任命同意についてを一括議題とします。本

件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、同意案件２件につきまして、一括で上程をさせていただきま

す。 

 同意第１３号吉賀町教育委員会委員の任命同意について。 

 下記の者を吉賀町教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第２項の規定により、議会の同意を求める。 

 記、住所 島根県鹿足郡吉賀町□□□□□□□□□、氏名 坂田紀之、□□□□□□□□□□

□□□、令和３年９月７日提出、吉賀町長、岩本一巳。 

 提案理由、吉賀町教育委員会委員坂田紀之氏の任期が、令和３年１１月１１日をもって満了す

るため、次期委員を任命しようとするものであります。 

 続きまして、同意第１４号吉賀町教育委員会委員の任命同意について。 

 下記の者を吉賀町教育委員会委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律（昭和３１年法律第１６２号）第４条第２項の規定により、議会の同意を求める。 

 記、住所 島根県鹿足郡吉賀町□□□□□□、氏名 齋藤義徳、□□□□□□□□□□□□□、

令和３年９月７日提出、吉賀町長、岩本一巳。 
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 提案理由、吉賀町教育委員会委員齋藤義徳氏の任期が、令和３年１１月１１日をもって満了す

るため、次期委員を任命しようとするものである。 

 以上でございます。どうかよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  それでは、本件については詳細説明は行いません。 

 提案理由の説明が終わりましたので、ここで一括しての質疑を許します。質疑はありませんか。

６番、大多和議員。 

○議員（６番 大多和安一君）  申しわけないんですが、教育委員会委員の任期というのは、これ

任命したら何年間になるということです。 

○議長（安永 友行君）  光長教育長。 

○教育長（光長  勉君）  １期４年でございます。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。よろしいです。１０番、庭田議員。 

○議員（１０番 庭田 英明君）  お二方の任命同意ですが、実際個人的にこのお二方の名前だけ

示されても、どういう経緯で任命されたのかということも分かりませんので、少し経歴なり何な

りをもう少し詳しくお伝えできるんならしていただきたいと思います。いかがでしょうか。 

○議長（安永 友行君）  光長教育長。 

○教育長（光長  勉君）  ちょっと今詳しい資料を持っておりませんので、詳しい説明はできま

せんけども、坂田紀之さんに関しましては、今吉賀高校のほうで高校に関する高校支援室の関連

の仕事をされております。それで、保育所等、またスポーツの関係でもいろいろと活動されてい

る方でございます。教育委員会の委員に関しましては、平成２５年の１１月１２日に最初に任命

をされまして、現在２期目を務めていただいております。今職務代理をやっていただいていると

いうような状況でございまして、今回同意をいただければ３期目ということでございます。 

 それから、齋藤義徳さんについては、この方も現在、吉賀高校の支援室のほうで業務していた

だいておりますけども、元教員の方でございまして、教育関係に関していうと、ほかの委員さん

と合わせて４名いらっしゃいますけど、教員経験者ということで貴重な存在ということでござい

ます。平成２９年の１１月１２日から１期目をやっていただいておりますけども、今回同意をい

ただければ２期目ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑がないようですので、質疑は終わります。 

 これより、討論、採決を行いますが、討論、採決については、同意の１３号、１４号それぞれ

で行いますのでよろしくお願いします。 
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 それでは、日程第３０、同意第１３号吉賀町教育委員会委員の任命同意について、討論を行い

ます。反対討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  賛成討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 日程第３０、同意第１３号吉賀町教育委員会委員の任命同意についてを採決します。この採決

は起立によって行います。本案は原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（安永 友行君）  全員賛成です。したがって日程第３０、同意第１３号吉賀町教育委員会

委員の任命同意については、同意することに決定をいたしました。 

 日程第３１、同意第１４号吉賀町教育委員会委員の任命同意について、討論を行います。反対

討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  賛成討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 日程第３１、同意第１４号吉賀町教育委員会委員の任命同意についてを採決します。この採決

は起立によって行います。本案は原案のとおり同意することに賛成の方の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（安永 友行君）  全員賛成です。したがって日程第３１、同意第１４号吉賀町教育委員会

委員の任命同意については、同意することに決定をいたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３２．同意第１５号 

○議長（安永 友行君）  それでは、引き続き、日程第３２、同意第１５号吉賀町功労表彰者の選

定同意についてを議題とします。 

 本件についての提案理由の説明を求めます。岩本町長。 

○町長（岩本 一巳君）  それでは、続きまして、同意第１５号吉賀町功労表彰者の選定同意につ

いてでございます。 

 別紙の者を吉賀町功労表彰者に選定したいので、吉賀町表彰条例（平成１７年吉賀町条例第

４号）第８条の規定により、議会の同意を求める。 

 令和３年９月７日提出、吉賀町長、岩本一巳。 
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 詳細につきましては所管いたします総務課長より御説明申し上げますのでよろしくお願いいた

します。 

○議長（安永 友行君）  それでは、担当課長より詳細説明を求めます。野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  それでは、同意第１５号吉賀町功労表彰者の選定同意についての説

明を行います。 

 最初に、表彰条例、それから規則、さらに審査基準について、参考資料で先に説明をさせてい

ただければと思います。 

 資料３１ページをお開きください。 

 まず、資料３１ページの上からですけれども、吉賀町表彰条例の関係部分の抜粋を掲載をして

おります。この内容につきましては、昨年と変更ありませんので、お読み取りをいただければと

思います。 

 下がっていただきまして、下の吉賀町表彰審議会規則、これも関係部分の抜粋でありますけれ

ども、ここにつきましては、昨年と一部変更がかかっております。第２条の部分で、組織の構成

について規定をしておりますけども、この中で、昨年までは町議会の議員２人というところが入

っておりました。この部分につきましては、これまでにも議員の皆さんというか議員から御意見

をちょうだいしておりまして、その内容がこの表彰者の決定に審議にあたって、こうして議会の

同意をいただくというこういう手続きを取りますけれども、その前段で開催する審議会に議員の

方が加わるのはどうかという、こうした御意見があったというふうに思います。これについてこ

ちらで検討させていただきまして、本年度から町議会の議員２人というところを削除させてただ

いて、手続きを進めてきたというところが変更点であります。 

 資料をめくっていただきまして３２ページです。 

 こちらには、審査基準の要綱というところで、表彰基準それから在職年数の計算方法などの具

体的な部分を定めておるところですけれども、昨年度、基本的には変更をかけたところはござい

ませんので、お読み取りをいただければというふうに思います。 

 こうした条例、それから規則そして要綱に基づきまして、本年７月に町から関係団体に対して

推薦依頼を行いました。そして、関係団体等から推薦された方々につきまして、８月１６日付で、

町長から表彰審議会に諮問をさせていただき、８月１８日に審議会を開催して審議いただき、

８月２４日付で審議会から町長へ答申をいただいたというこういう手続きをこれまで取ってきて

おります。本日は、その結果をもちまして、同意議案として提出をさせていただいているという

ものであります。 

 そうしますと、議案にお戻りいただきまして、議案別紙の名簿を御覧いただければというふう

に思います。それぞれの被推薦者の方々の功績につきましては、名簿右側の主な功績欄、こちら
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を御覧いただければと思います。表彰区分、それからお名前のみ読み上げさせていただければと

思います。 

 最初に産業経済功労といたしまして木村興志雄様、それから保健医療福祉功労として村本初美

様、齋藤弘子様、横田通知雄様、渡辺サツ子様、渡辺芳明様、平岡克子様、福原武様、その他の

功労といたしまして村上貢様、井川保様、河野良子様ということでございます。 

 以上、同意第１０号についての説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（安永 友行君）  以上で、提案者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を許します。６番、大多和議員。 

○議員（６番 大多和安一君）  今、このたび被推薦者として挙げられている人ですが、要綱の第

２条で在籍年数の基準は１０年以上とするとありますが、今回、この出された方は、一応１０年

以上在職していると理解してよろしいでしょうか。 

○議長（安永 友行君）  野村総務課長。 

○総務課長（野村 幸二君）  議員おっしゃられるとおり、そのように御理解いただければという

ふうに思います。 

○議長（安永 友行君）  ほかにありませんか。よろしいです。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  質疑はないようですので、質疑はこれで終わります。 

 これより討論を行います。反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 日程第３２、同意第１５号吉賀町功労者表彰者の選定同意についてを採決します。この採決は

挙手によって行います。本案は原案のとおり同意することに賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○議長（安永 友行君）  全員賛成です。したがって日程第３２、同意第１５号吉賀町功労者表彰

者の選定同意については、同意することに決定をいたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３３．人権擁護委員の推薦の件について 

○議長（安永 友行君）  引き続き、日程第３３、人権擁護委員の推薦の件を議題とします。この

たび、お手元に配付したとおり、齋藤明久氏を候補者として推薦したいとして、意見を求められ

ております。答申案の朗読は省略をいたします。 
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 ここでお諮りをいたしますが、本件は、お手元の答申案のとおり意見を付して答申したいと思

います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（安永 友行君）  異議なしと認めます。日程第３３、人権擁護委員の推薦の件については、

お手元の答申案のとおり意見を付して答申することに決定をいたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（安永 友行君）  以上で、本日の日程は全て終了いたしましたので、本日はこれで散会と

いたします。御苦労でございました。 

午後３時14分散会 

────────────────────────────── 


